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はじめに

昭和55年に本県にわいて開催された第35回国民体育大会「栃の葉国体」は県民の熱意が稔り

成功裡に終了することができました。当国体のメイン会場となった栃木県総合運動公園に通ピ

る、一般県道栃木・宇都宮線と宇都宮環状線の交差する道路建設予定地内に本遺跡が所在する

ことが判明したのは昭和53年 4 月でありました。このため当委員会は本遺跡の取扱いについて

土木部と協議した結果記録保存調査を行うこととし、以来調査を続けてまいりましたが、この

ほど全ての作業が終了し、「辻の内遺跡発掘調査報告書」として刊行するはこびとなりました。

本遺跡調査においては幸い中世集落、墓壌群の検出等貴重な成果を上け、記録にとどめること

ができました。関係各位におかれまして保護施策の資料として御活用いただければ幸いです。

発掘調査に際しては、土木部、宇都宮市教育委員会をはじめ関係各位から多大な御協力をい

ただきました。発刊にあたり厚くお礼申しあげます。

昭和56年 3 月

栃木県教育委員会教育長

渡辺幹雄



例言

1 .本報告書は、県道宇都宮一栃木線道路改良工

事と、県道宇都宮環状線内に所在した、宇都宮

市西川田町内の辻の内遺跡第 1 次、第 2 次発

掘調査報告書である。

2. 本事業に用した発掘調査費は全額土木部の負

担により、栃木県教育委員会が主体となり実施

したものである。

3. 本報告書は木村等が作成した。

4. 調査に際しでは、種々御協力いただいた県土

木部、宇都宮土木事務所、宇都宮市教育委員会

に謝意を表するとともに西川田町自治会に深く

感謝したい。
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I 発掘調査の概要

1 発掘調査に至る経過

昭和52年度に実施した道路建設予定地内の遺跡所在調査の結果、県道宇都宮・栃木線改良工

事と県道宇都宮環状線の交差する宇都宮市西川田地内には辻の内遺跡が所在することが判明し

ました。

これにより昭和53年 3 月 13 日付け道建第 243 号に土木部長より教育委員会あて宇都宮市西川

団地内の遺跡所在の再確認の依頼があり、これをうけて当委員会では早急に再調査を実施し、

遺跡の範囲が明確に指適できないため確認調査を実施する方向で、昭和 53 年 4 月 4 日付

け文化第 106 号にで土木部長あて、昭和53年 4 月 17 日 -4 月 24日までの期間に確認調査を実施

し、その結果により、本調査実施の有無について協議する旨の回答を提出した。

確認調査は道路建設予定敷内に打ち込まれているセンター杭を使用し、グリットを設定し確

認調査を実施したO 調査結果多数の遺構が検出され、平安時代から鎌倉時代にかけての遺跡で

あることが判明した。

この結果をうけて教育委員会と土木部との協議を行なったところ、本調査を実施することで

協議が成立した。しかし発掘調査予定地内には作物の植え付けがなされている地区もあるため、

当該地区は作物の取り入れが終了するのをまって第 2 次調査として実施することとした。

第 1 次調査は昭和53年 5 月 10 日から行なうこととし、昭和53年 5 月 11 日付文化第 106 号にて

土木部長あて発掘調査実施の通知を行なったO 第 1 次調査は主に県道宇都宮・栃木線の道路改

良工事予定地(道路建設課工事施行地区)に対して調査を実施した。

第 2 次調査は作物の植付けのなされている県道宇都宮・栃木線の道路改良工事予定地(道路

建設課工事施行地区)と県道宇都宮環状線(都市施設課工事施行地区)に対して昭和53年11 月

1 日から実施することで、昭和53年10月 24日付文化第 106 号 t:: て土木部長あて通知を行なった。

調査は第 1 次、第 2 次と分かれる調査ではあったが、長期間の調査により多大な成果をむさ

めることができたO

調査体制は下記のとおりである。

調査主体者 栃木県教育委員会

調査担当者 柳川 宏(現県立鹿沼高等学校教諭)

木村 等(文化課)

なお今回に要した費用は全て土木部の負担により実施したものである。



E 遺跡の立地と環境

遺跡の位置と地理的環境

辻の内遺跡は、栃木県宇都古市西川田町辻の内に所在する。西川田町は宇都17f市の南西部に

あたり、古代の河内郡の一部になっている。

栃木県南半部は、宝積寺・宝木・田原耐の台地が発達し、それらが関東平野の北端部を成し

ている。遺跡は宝木面の台地上に立地し、標高は88~89m で、姿川とのよヒ高差は、約 2m であ

る。この宝木面の台地は、県中南部に形成され、樹枝状の浅い谷が複雑に開折されている。こ

れらの浅い谷の一つが遺跡の南東部にも見られる。

2 周辺の遺跡(第 1 凶)

周辺の古墳時代の遺跡は、当遺跡の乗る南北に延びる台地上(姿川左岸)と姿川右岸の白地

上に古墳として見られる。代表的なものとしては、塚山古墳群 (19 ・ 1863) 、砥 r: 山神社古墳

(1 926) ・姿川中央小市古墳 (1923) ・姿川中央小敷地内古墳(1601)・西川出星~ rt; ，; 神社古墳

(1 921) ・大日塚古墳 (11) ・綾女塚古墳 (24) ・星宮神社古墳(1894) などがあげられる。ま

た、姿川右岸の古墳としては、亀塚古墳(宇都山市. 20) 、屯塚古墳( 339 )などがあげられ

る。

奈良・平安時代の土師器を出土する遺跡は、台地上ほぼ全面的に見られる。これは、同台地

上に小枝谷が入り組み、その谷の縁辺に集落が立地するためである。であるから、台地全面に

あたかも集落が認められるように見える。

中世の遺跡としては城館社以外には確認されていな c '0 ただし、遺跡閥辺の農家で聞いた話

から、数基の地ド式土壌の存在が向台地上に予想される。

中世初期の下野国東南部は、宇都宮・小山両氏によって分割支配されて L 、た。本遺跡ム帯 l土、

宇都宮氏の本拠地である宇都古城からわずか::; km南西であり、また、多功(石橋町) ---帯を同

氏が支配地としていることから考えて、宇都宮氏の所領であった可能性が考えられる。

3 遺跡の範囲

竪穴住民跡の分布範聞は、地上の遺物の市布の有無で判断したが、調査によって遺構が確認

された地点でさえも、調査前で、は数片の遺物が表而採集できた程度である。 従って、明確なそ

の範囲はわさえがたしししかし、遺物の散布は、本調査|ポよりむしろ姿川に近い台地上に多い

ことから、集落の中心はそちらの )j而にあると考えられる。

中世の遺構も、時穴住居の集落跡同様、遺物の散布がほとんどないことから、その範rt司は決

2 



大日塚古墳 (11) ，塚山古墳 (19) ，亀塚古墳 (20) ，愛宕塚古墳 (21)

亀塚古墳 (339) ，姿)1 1 中央小敷地内古墳 (1601) ，上野古墳 (1832)

茂原多功神塚古墳 (1844) ，塚山古墳群 (1863) ，八幡神社古墳 (1918)

姿川中央小南古墳 (1923) ，砥上山神社古墳 (1926) ，無名墳 (1935)

※番号の記入されない遺跡は、奈良・平安時代の集落地である。

遺跡番号は、 『栃木県遺跡地図.! ( S. 50) に従った。

第 1 図付近の遺跡



めがたい。ただ、調査南限からさらに 100m 前後の地点、で青磁片を表面採集しており、このあ

たりにも遺構の存在が考えられる。

また、集落跡に伴うものかは不明で、あるが、地下式土壌が周辺地区 (50伽1以内の台地上)で

3 基確認されていることも参考としてあげておきたい。

E 発掘調査の成果

1 調査の方法と経過(第 2 図)

辻の内遺跡の調査は、初めにトレンチによる遺構確認を行った (53年 4 月 17 日 ~4 月 27 日)。

調査の結果、ピット群・土壌・竪穴住居跡・溝・火葬墓等の存在を確認した。また、遺構確認

面まで、約60~80cmと深く、遺構密度も高いため、調査予定期間内で作業を終了させるために遺

構確認面であるローム上面までの土をブルドーザーで削平した。

遺構検出面まで掘り下げた後、任意の方向で10m の方眼を調査地区内に設定し、遺構平面図

作成の基準とした。遺構平面図は、簡易遣り方測量と平板測量を併用して作成した。

本遺跡の第 1 次調査は、昭和53年 5 月 10 日 ~6 月 28 日まで、第 2 次調査は、肥和53年11 月 1 日

~12月 20 日まで行った。両調査は、 当初10日間をブルドーザーによる表土削平にあて、そ

の後、遺構の平面プラン検出を行った。遺構の掘り下げは調査終了10日前位に終り、残りの日

数を平面図作成にあてた。

なお、調査は 2 次に渡ったが、本報告書内ではそれらは区別せず遺構のブロックで遺構全体

図を分割した (A~E 区)。

2 発掘調査成果の概要と地区割り

調査区は、 L字形の道路敷部分であるため台地平坦部にトレンチを入れたようなかっこうに

なった。調査区内では、いくつかの遺構のまとまりが市在認できた。これらのまとまりと、掲載

上の図版の制約から、調査区を北から南、続いて西から東へ、 A ・ B ・ C ・ D.Eの五区に分

割して、取扱い掲載することとした。

検出した遺構は、 A区で、竪穴住居跡 3 軒・土嬢40余基・ピット群・井戸 2 基、 B 区

で、竪穴住居跡 3 軒・土壌 5 基・井戸 1 基・溝 2 条・火葬墓 1 、 C 区で、竪穴住居跡 2 軒・土

境100余基・ピット群・掘立柱建物 3 棟・塀 1 ・井戸 9 基・溝 5 条・方形竪穴遺構18基・墓壌 4 ・

火葬墓 1 ・地下式土壌 4 、 D区で、竪穴住居跡 3 軒・土壌43基、 E区で、溝 1 条・土壌 1 基で

ある。

検出した遺構のうち、竪穴住居跡、 1 号溝は古代のものであり、これら以外はすべて中世以

降の遺構である。



/ 
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3 中世遺構の調査

中世の遺構は、 A区竪穴住居跡周辺のピット群と C 区の遺構群である。

以下、それぞれの遺構について記す。

a 方形竪穴遺構

l 号方形竪穴遺構(第 3 凶、図版 5 ) 
J主 1

1 号掘立柱建物の南約 6m の所に位置し、平面規模1. 6X 1. 6m 、深さ 0.5m の凹形の竪穴遺

。

A 

1 ~:1.守主主色土

--~ 
G 

(ロ ム手立 f を多く台仁) 0 
1 -~ Uc\色1:

(口一ム平屯子者多く含む) l 
8 . lì;}黄色土

(ロ ム宇v. r今を多く台む)

第 3 図 1 号方形竪穴遺構実測悶

A-

A-

構である。北西壁は、内側への張り出しを持

ち、その平面形は半円に近い。壁は、 (1ぼ垂

直に造られており、張り出し部の壁も同様で

ある。床面は、平がiである。

埋土は、ロームの小ブロ y クを含む黒色腐

植土で、断面観察から臼然堆積と考えられる。

なお、 2 層と 3 層の間に約 1 cmの灰層が観察

できる。

出土遺物は皆無で、ある。

2 号方形摂六遺構(第 4 ・ 5 tえl、同版 5 ) 

1 号掘立柱建物と重複する位置にあり、平

面規模1. 7X 1. 6m 、深さ 0.2 m の正万形に近

p竪穴遺構である。壁はほぼ垂直に jきられ、

北西と南東の壁中央にはピットが設けられて

いる。ピ y トは、何30cmで、床面から約40cm

の深さである。床面は平坦である。

埋土は、ローム粒子を合む黒色腐植土である。断面図でピットを埋めている第2 ・ 3層は、柱痕

跡に堆積した土と考えられる。柱の太さは、凶から復元すると約16cm となる。また、ピットの

掘ノjは、垂直よりも遺構のやや外プjに向って掘られている。

本遺構は、 1 号掘江柱建物と重複するが新旧関係は不明であり、また、遺構の北丙部は、

土壌に切られている。

出土遺物は皆無で、ある。

3 号方形竪穴遺構(第 4 ・ 51泊、収!版 6 ) 

1 号掘立柱建物と重複する位置にあり、平面規模1. 9X 1. 3m 、深さ 0.5 m の山形の遺構であ



A 
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F 
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。
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(60¥E 
L♀ Gvocぬ 。。
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1 号掘立柱建物

---~亙

A A 

B B 

第 4 図 2 ・ 3 号方形竪穴遺構、 1 号掘立柱建物、集石実測図
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る。南西壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は台形に近い。壁は、張り出し部も

含めでほぼ垂直に造られ、北西と南東の壁中央には、ピットが設けられている。ピットは、径

30cmで、遺構の床面から約55cmの深さである。床面は平坦で、あるが、南東から北西にやや傾斜

する。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。

本遺構は、土壌に切られている。また、 1 号掘立柱建物と重複するが、新旧関係は不明で、あ

る。

出土遺物は皆無である。

C C 0 D 

1 .黒色土(ロームプロックを少
し含む)

2. 黒色土(ローム粒子を少量含
む)

3. 黒色土(ローム粒子を多く含 E 
む)

4 ・ 5 .緒黄色士(ローム粒子を一一ー
非常に多く含む)
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F F
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ゑム滅多多
第5 図 2 ・ 3 号方形竪穴遺構、集石断面図

4 号方形竪穴遺構(第 6 図、図版 6 ) 

塀の柱穴と重複する位置にあり、平面規模2.1X2.3m 、深さ 0.3 m の凹形の竪穴遺構で

ある。南西壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は台形に近い。壁は、張り出し部

も含めでほぼ垂直に造られている。床面は平坦で、ある。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。

本遺構は、塀の柱穴ゃいくつかのピットと切り合うが、それらとの新旧関係は不明で、あ

る。また、ピットの位置や埋土の類似性から明らかに本遺構に伴うと判断できるピットは、遺

構内外に見られない。

出土遺物は皆無で、ある。



日
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宏一一\ ) 修。 目
後初欄間協グノZ トー十一寸

第 6 [~ 

F 号 }j形竪穴遺構

(第 7 問、!')Q版7)

1 片掘立柱建物の西約 4m の所

に fîL t置し、平面規模1.4X l. Zm 、

深さ 0.7 m の凹形の竪穴遺構であ

る。「幸i壁中央には内側への張り出

しがあり、その平面形は半円にi互

い。壁は、張り出し部も台めでほ

ぼ垂直に造られている。床面は平

lR.である。

埋土は、ローム粒 f を合む黒色

腐植土の単・)14 である。

本遺構は、土墳に切られている。

4 号万形竪穴遺構実測凶

8 
A 

A 

¥ 

第 7\ヌ! 日日方形竪J六遺構実測凶
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出土遺物は皆無で、ある。

6 号方形竪穴遺構(第 8 図、図版 7 ) 

塀の南 2m の所に位置し、平面規模2 .4 X2.3m 、深さ 0.5 m の由形の竪穴遺構である。

南西壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は半円に近い。壁は、張り出し部で約60

度の傾斜を持つ他はすべてほぼ垂直に造られている。床面は平坦で、ある。

埋土は、床面直

上に厚さ約 1 cmの

黒色腐植土、その

上に厚さ約 3 cmの

木炭小片を伴う灰

層の順で堆積した

もので、さらにそ

の上にローム粒子

を含む黒色腐植土

が推積している。

本遺構は、遺構

内外のピットとの

新旧関係は不明で

あり、かっ、ピッ

トの位置や埋土の

類似性から本遺構

lこ伴うと言えるも

のはない。

出土遺物は皆無で、ある。

コ

A 

/グ

ζ 

匂

A-

男努

埋土は、すべてローム
粒子を含む暗黄褐色土
である。

努ヲ

第 8 図 6 号方形竪穴遺構実測図

7 号方形竪穴遺構(第 9肉、図版 8 ) 

塀の南 2m の所に位置し、平面規模2.0X2.6m 、深さ 0.3 m の凹形の竪穴遺構である。南

西壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は半円に近い。また、北西と南東の壁中央

には、ピットが設けられている。ピットは、径30cmで、床面から 50cmの深さである。床面は平

坦ーである。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。ただし、遺構の床面からは、部分的

には厚さが約 1 cmになる灰層を検出した。この灰層中から青磁の腕が出土している。



3 ~ 本遺構は、数個のピットと

と切り合うが、断面図に示

した本遺構を切るピ y ト以

外とは新旧関係は不明であ

る。遺構内外のピットは、

その位置と深さから判断す

。

1 .暗黄色土(ローム粒子を多く含む) ~ 
2 黒色土 1 

第 9 ~J 7 号方形竪穴遺構実測図

8 号方形竪穴遺構(第10図、図版 8 ・ 9 ・ 13)

A- るところでは、図示した 2

A-

つが遺構に伴うと言える。

つまり、ピットの位置が壁

のほぼ中央にあたり、遺構

床面からの深さが50cm と他

のピットのようにj芙くはな

しミ。

出土遺物は、灰層中出土

の青磁椀(第32図 1 ) と埋

土上半出土の内耳鍋破片で

ある。

5 号溝の北 3m の所に位置し、平面規模1. 6X 1. 4m 、深さ 0.6 m の凹形の竪穴遺構である。

北西壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は台形に近p。壁は、張り出し部も含め

でほぼ垂直に造られている。床は平坦で、ある。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。

本遺構は、土壌やピ y トに切られている。

出土遺物は皆無で、ある。

9 号方形竪穴遺構(第12凶、閃版 9 ) 

5 号溝に切られる位置にあり、平面規模2.4X2.4m 、深さ O .4 m の山形の緊穴遺構である。

南東壁中央の南寄りには内側への張り出しがあり、その平面形は半円に近い。壁は、張り出し

部も含めでほぼ垂直に造られている。床面は平土nである。

-11-
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A A- w 

埋土はすべてローム粒子を含む暗黄褐色土である

第10図 8 ・ 13号方形竪穴遺構実測図

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。また、床面上で 5 cm前後のロームブ

ロックが多数見られた。

本遺構は、 5 号溝(この遺構は、 1 号井戸に切られている)・ 11号方形竪穴遺構に切られて

いる。また、本遺構と切り合うピットとの新旧関係は不明で、ある。

出土遺物は皆無で、ある。

10号方形竪穴遺構(第11図、図版10)

1 号地下式土墳の西 3m の所に住置し、平面規模1.2X 1. 3m 、深さ 0.5 m の凹形の竪穴遺構

である。東壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は半円に近い。壁は、張り出し部

も含めでほぼ垂直に造られている。床面は平坦である。



1 ・ 2. I培黄褐色士 ? 
3. 暗黄褐色土(炭化物を含む
4 暗黄褐色土(ローム粒子を多く含む)
5 時黄褐色土(木炭を少量合む)
6 時黄褐色土(木炭を多く含む)

第11岡 山号方形竪穴遺構実測悶

11 号方形竪穴遺構(第12[司、図版 9 ・ 11)

5 号溝の南約 1m の所に位遣し、平面規模1.7X 1. 5m 、深さ 0.5 m の凹形の軽穴遺構である。

~プfl

A A' 

埋土は、土療によって-部切られ

る。遺構の床面には、約 5 cmの!￥さ

で一面に木炭が見られ、木炭の上に

はローム粒 fを合む黒色腐植土が堆

積している。木炭は 5 cm前後の大き

さのものも含まれ、また、これらに

伴って竹や茅状の炭化物が見られ、

床面 Lで、は少量の版も検出したっ

出土遺物は、木炭と伴出した陶器

(常滑)・土師質土器である。

n
 i
 

1
 

東壁中央には内側への張り出しを持ち、その平面If~は台形に近い。遺構の壁の傾斜は急であり、

北と南の壁中央にはピットが設けられている。ピットは、径25cmで、床面から約40cmの深さで

ある。床面は平ttJ.である。

埋土は、ローム粒子を合む黒色腐植土の単一層である。

遺構は、 9 片方形竪穴遺構に切られている。

よれ土遺物は皆無で、ある。

12 号方形緊穴遺構(第12問、同版11)

5 号濯の南 1m の所に位置し、平面規模 2.3X2.1m 、深さ 0.5 m の正方形の竪穴遺構である。

北丙壁は土壌に切られているため、張り出し古[íの有無は不明である。壁はほぼ垂直に江ち k

り、北西と南東の壁lド央にはピソトが設けられている。ピソトは、任30cmで、床面から 50cmの

深さである。床面は平triである。

埋土は、ローム粒 f を含む黒色府植土の単イ掃であるが、わずかに床面広1:で部分的に黒色

1<一一
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IB' 。 。 1 暗黄腕土
2. 黒色士(腐植士)
3. 暗黄褐色土(ローム粒子
を多く含む)

4. 暗黄色土

C
 

A' 

9 号方形竪穴遺構
。

~O ① 
(内)@

メFプグ
A A-

1 .黒色土
2. ß音黄褐色土
3. 暗黄色士(鹿沼パミスを多く含む)
4~6 褐色土
7 ・ 8 黒色土
9. 黄色土(鹿沼パミスの層)
10. 暗黄掲色土
11 暗黄色土(鹿沼パミスを多く含む)
12~14. 日音黄褐色土

第12図 9 ・ 11 ・ 12号方形竪穴遺構、 5 号溝， 1 号井戸実測図
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腐植土が見られる。

遺構は、土壌に切られている。他のピットとの切り合いは不明で、ある。

出土遺物は皆無である。

13号方形竪穴遺構(第10図、図版12)

4 号溝の屈折部から東ヘ 8m の所に位置し、平面規模2.3X2.3m 、深さ 0.4 m の凹形の竪穴

遺構である。南西壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は半円に近い。壁は、ほぽ

垂直に立ち上り、張り出し部で、は約45度の傾斜を持って立ち上る。北西と南東の壁際中央には、

ピットが設けられている。ピットは、 1 辺が35cmの方形で、床から 35cmの深さである。床面は

平坦である。埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。

遺構は、断面図ラインにかかるピットと南隅にあるピットに切られている。他のピットとの

切り合い関係は不明で、ある。また、遺構周辺のピットは、埋土の状況やその位置から本遺構に

伴うと考えられない。

出土遺物は、埋土中出土の陶器片のみである。

14号方形竪穴遺構(第13図、図版13)

4 号溝に切られる所に位置し、平面規模2.0X 1. 8m 以上、深さ 0.3 m の凹形の竪穴遺構であ

る。南東壁には内側への張り出しがあり、その平面形は台形に近い。壁は、張り出し部も含め

でほぼ垂直に造られている。床面は平坦である。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土が大部分を占める。床面直上には灰のうすい層が見ら

れ、西隅付近では、厚さ約 5 cmに及ぶ。灰の中には、焼土と茅状の炭化物が含まれる。

遺構は、ピット・ 4 号溝・土壌に切られている。

出土遺物は皆無で、ある。
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1 . a府黄濁色土(ローム粒子を含む)
2 ~ 4. 青持j色士

A 

5 ~~ 7 時黄対色士 J ロ ム約 f を多〈岳、 ι、

ヒニ工二二j
;;p; 13以! lH:i-方形腎穴遺構、 4 号存実t~iJ同

15号方形竪穴遺構(第14凶)

2 号井戸の南に位置し、東西 2.0 m 、南北 2.3 m 、深さ 0.2 日1 の同九正方形の竪穴遺構ひあ

る。壁はゆるい傾斜で :f，ち上る" I末 l面(土子五lであり、持に踏み固めた痕跡はない。

士'$.土 l土、 ローム粒了を台む黒色IIiK色土の単 A層である c

遺構は、南辺と南西隅を土壌に切られている。 ピットとの切り合いは不明である

出土遺物;土皆無である。



x〆

ト「
A 

級協物物物物物~
埋土はローム粒子を含むH音黄褐色土

第14CX] 15号方形竪穴遺構実測図

16号方形竪穴遺構(第15図、図版13)

A-

4 号溝の南 2m に位置し、平面規模l. 7X l. 6m 、深さ 0.5 m の凹形の竪穴遺構である。南西

壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は台形に近い。壁は、張り出し部を含めでほ

ぼ垂直に立ち上る。床面は平坦で、ある。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。

遺構は、土壌に切られている。

出土遺物は皆無で、ある。
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第15図

17 号方形竪穴遺構(第16凶、図版14)

4 号溝の屈折部付近に位置し、平面規模1. 4

X 1. 5m 、深さ O.3m の由形の竪穴遺構である。

南東壁中央に張り出し部を持ち、その平面形

は半円に近い。壁は、張り出し白15 を合めでほ

ぼ垂直に造られてしミる。

埋土は、床面直1-.の厚さ約 5 cmの灰層と、

その kに堆積しているローム粒子を含む黒色

腐植_Lで、ある。

遺構は、北部と南部を :l:壊に切られ、断面

l:Xl ラインにかかるピットを切っている。他の

ピ y トとの新!日関係は不明である。

cll土遺物は皆無である

A' 

埋土はすべてロ一千
粒子を合むH音黄溺色
上で、ある。

A 人♂

ill 台村「を多く;t t"O 1 m 

y ムネ江川くルト一一寸一一一i

第16r叉1 17 片方形県六遺構実;AIJ[ヌ!
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18号方形竪穴遺構(第17図、図版14)

4 号溝に切られる所に位置し、平面規模 2.5 X2.5m 、深さ 0.6 m の凹形の竪穴遺構である。

南東壁中央には内側への張り出しがあり、その平面形は半円に近い。壁は、張り出し部も含め

でほぼ垂直に造られている。床面は平坦である。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。

4 号溝は、本遺構を切り、ピットと本遺構との新旧関係は不明で、ある。

出土遺物は皆無で、ある。

A 

。

伊
A' 

。

円
υ
t
t，
，

)
む
む
含
含
く
く
多
。
安
企
古

を
子
子
粒
粒
ム
ム
一一ロ

ロ
土
(

(
色
土

土
褐
色

色
土
黄
褐

褐
色
暗
黄

黄
褐

時
暗
5
8

.
~
~
 

1
i
q
J
n
6
p
o
 

A' 

第17凶 18号方形竪穴実測図
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b 掘立柱建物・塀・ピット群

1 号掘立柱建物(第 4 図、図版15)

C区東部検出の東西棟掘立建物(長軸N-58" -W) で、規模は、 l 間 (3.5m)X 3 間 (2.33m 等

間)である。柱の掘方は、径30cm、深さ 60cmの円筒形を呈し、土墳に切られている。また、本

遺構と 2 ・ 3 号方形竪穴遺構は、掘方自体は切り合わないが、その位置が重複する所にある。

出土遺物は皆無で、ある。

2 号掘立柱建物(付図 3 ) 

C 区東部、 1 号掘立柱建物南西で検出した東西棟掘立柱建物(長軸N-590-W) であり、その

主財莫は 1 間 (2.6m) X 4 間 (7 .4m) である。柱の掘り方は、径30cm、深さ約40cmの円筒形を呈し、

土壌に切られている。

1 号掘立柱建物と本遺構の棟通りは、約2.2m 離れてほぼ平行で、ある。出土遺物は皆無で、ある。

• 3 号掘立柱建物(付図 3 ) 

C区北部、塀の西で検出の南北棟掘立柱建物(長軸N-43" -E) であり、その規模は 1

(2.1m)X2 間 (2.25m等間)である。柱の掘方は径約30cm、深さ 20cmの円筒形を呈す。建物

は、ピットと切り合う位置にある。出土遺物は皆無である。

塀(付図 3 ) 

C区北部検出の東西方向の塀である。掘立柱の遺構で、その規模は 5 間 (2 .4m 等間)以上で

ある。遺構の掘方は径 25cm、深さ40cmの円筒形を呈す。遺構は、土壌や 4 号方形竪穴遺構と

切り合うが新旧関係は不明で、ある。遺構の西限は、 3 号掘立柱建物の東1. 5m位置となり、東限

は調査区外である。出土遺物は皆無で、ある。

ピット群(付図 1 ・ 3 ) 

4 つの掘立柱遺構の柱掘方と形状・規模・埋土の状況で類似するピット(径30~40cm、深

さ1O ~60cm) がC区では 100 個以上検出されている。その類似性から、これらのいくつかは建

物の掘方と考えることができる。また、ピットの埋土中からは、内耳鍋や土師質土器の小片

がしばしば出土する。

ピットは、方形竪穴遺構より古いものと新しいものがあり、また、縦長の土壌より新しいも

のはほとんどない。 溝や井戸とピットの切り合いを直接確認したものはないが、溝より古い縦
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長の土壌がピットより新しいから、ピットは溝に先行するものが多いと推考できる。

ピットの検出される範囲は、西・南部で調査区のやや内側、北部では 3 号溝、東部では 7 号

溝が限界となっている。逆に 4 号濯の西、 3 号溝の北、 7 号溝の東では、ピットの検出は皆無

で、ある。

出土遺物は、土師質土器(第32図 2 ~ 5) と内耳鍋の小片で、ある。これらは、ピット埋土中

から出土したものであり、径30cm以内という遺構の規模から考えて、柱を抜いてから短時間に

埋没したものと思われる。 従って、これらの遺物は遺構の時期をほぼ示すものと考えられる。

2 は、小形の杯形土器である。 3 は、 12号方形竪穴と接するピットから出土したものである。

小形の杯形土器で、底部に焼成後に穿孔された穴がある。 5 は、杯形土器で口縁部に煤の付着

が見られる。 2~4 は、底部の糸切り離し痕の上に板目状の圧痕を有す。

A区のピ y トにも、 C区ピット同様径30cm、深さ 30cm以上のものがいくつか認められるが、

建物の柱掘方としてまとまるものがない。出土遺物は皆無である。

c 土壌

A区では、その北部に現在の畦畔の方向にほぼ平行した状態で10数基、 B 区では、 2 基、 C

区では、その南部を中心に数十基、 D区では、その中央部に10数基、 E 区では、 1 号溝を切っ

て 1 基検出している。

縦長の土壌は、現在でも川イモ穴仰として造られており、従って検出した土壌にも近世以降

のものが存在すると考えられる。しかし、土壌には、遺物がほとんど伴わず他の遺構と切り合

う例も少ないため、その時間的位置づけが難しい。ここでは、遺物や切り合いの比較的多い C

区の土壌を取り上げることにする。

C区の土壌には、 1m 内外の規模を持つものと縦長の川イモ穴ケ状のものとがある。両者の

埋土は、ロームの粒子や小ブロックを含む黒色腐植土の単一層である。また、土壌は、ピ y ト

・井戸・方形竪穴遺構(第12 ・ 18 ・ 31 図) より新しいことが土層断面から確認できる。

4~6 号溝は、土壌を切っているが、例外として32 ・ 34 ・ 35 ・ 47号土墳に切られている。

63号土壌(第18関)

C区北西部検出の土壌である。遺構は 115X75cm、深さ 50cmの規模で、長辺を北西一南東方

向に持ち隅丸方形を呈す。壁は、垂直もしくは、ややオーバーハングの状態で立ち上り、その

造りは丁寧なものである。底部は平坦である。埋土は、ローム粒子を多く含む黒色腐植土が自

然堆積したものである。埋土中から、内耳鍋の小片と土師質土器が出土している。
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63~66号土壌実測図第18図

65号土墳(第18図)

そのその平面形が120X 100cmの長楕円形で、また、C区南東部検出の土壌である。遺構は、

だらだらと立ち上り、凹凸の深さは、 45cmで、ある。長軸はほぼ磁北の方向と一致する。壁は、

ロームブロックの混じる黒色腐植土激しい粗雑な造りである。底部も平坦ではない。埋土は、

が自然堆積したものである。埋土中から、内耳鍋の破片が出土している。

66号士境(第18図)

その深さは15cmまた、125X70cmの長楕円形で、C区西部中央検出の土壌である。遺構は、

である。長軸は、ほぼ北西一南東方向を向いている。底部は平坦でb、壁はゆるく立ち上る。遺

ローム粒子を少量含む黒色腐植土である。遺構は、南東部を構の造りは丁寧で、ある。埋士は、

小ピットに切られている。他のピットとの切り合い関係は不明である。埋土中から内耳鍋と土

であり、他は、小片のため図化と内耳鍋(第33図20)

-22-

師質土器の破片が出土している。

出土遺物は、土師質土器(第32閃 8 ) 



は不可能である。 8 は杯形土器で、底部の糸切り離し痕の上に板目状圧痕を有す。 20は内耳

鍋である。口縁部が外反する器高の大きいものである。

縦長の土墳( 4 ・ 32 ・ 67号土墳等)は、壁が垂直かややオーパーハングし、底部が平坦で、あ

る。深さは 0.1~ 1 m とまちまちであるが、埋土はどれもローム粒子を含む黒色腐植土の単一

層である。

出土遺物には、土師質土器・内耳鍋が少数あるが、ほとんどが小片であり図化できるものは、

4 号土壌(第32図7)と 67号土壌(第32図 6 )出土の土師質土器のみである。 6 ・ 7 は、杯形

土器であり、底部糸切り離し痕の上に板白状圧痕を有す。

d 墓靖

人骨を伴い明らかに墓墳とわかる遺構を 4 基検出した。遺構は、 4 基とも C区東部にあり、

3m 内外の範囲にまとまっている。またその長軸方向もほぼ等しく北東 南西であり、人骨の

頭の位置も、墓壌内北東部である。

1 号墓墳(第19図、図版15)

遺構の平面形は、 90X 50cmを測る不整の長方形で、深さは約35cmで、ある。壁は、ほぽ垂直に

造られており、一部オーバーハングになっている。また、底部もほぼ平坦である。埋土は、大

きなロームブロックと黒色腐植土の混じったもので、ある。遺構は土壌67と切り合っているが新旧

、蕊主
1 号墓墳 2 号墓墳 3 号墓墳

4 号墓境

第19図 1~4 号墓壌実測図
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は不可能で、ある。 8 は杯形土器で、底部の糸切り離し痕の上に板目状庄痕を有す。 20は内耳

鍋である。口禄部が外反する器高の大きいものである。

縦長の土壌 (4 ・ 32 ・ 67号土壌等)は、壁が垂直かややオーバーハングし、底部が平坦で、あ

る。深さは O.l~lm とまちまちであるが、埋土はどれもローム粒子を含む黒色腐植土の単一

層である。

出土遺物には、土師質土器・内耳鍋が少数あるが、ほとんどが小片であり図化できるものは、

4 号土壌(第32図7)と 67号土壌(第32図 6 )出土の土師質土器のみである。 6 ・ 7 は、杯形

土器であり、底部糸切り離し痕の上に板目状圧痕を有す。

d 墓靖

人骨を伴い明らかに墓墳とわかる遺構を 4 基検出した。遺構は、 4 基とも C 区東部にあり、

3m 内外の範囲にまとまっている。またその長軸方向もほぼ等しく北東一南西であり、人骨の

頭の佐置も、墓壌内北東部である。

1 号墓壌(第19図、図版15)

遺構の平面形は、 90X50cm を測る不整の長方形で、深さは約35cmである。壁は、ほぽ垂直に

造られており、一部オーバーハングになっている。また、底部もほぼ平坦で、ある。埋土は、大

きなロームブロックと黒色腐植土の混じったもので、あるO 遺構は土壊67と切り合っているが新旧

、ぶ
1 号墓墳 2 号墓墳 3 号墓墳

4 号墓境

第四図 1~4 号墓壌実測図
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関係は不明で、ある。

検出した人骨は、膝を折り曲げて頭を北にしている。

出土遺物は皆無である。

2 号墓境(第四図、図版16)

遺構の平面形は、 llOX55cmの長方形で、深さは、約30cmである。壁は、 liぽ垂直に、底部は、

ほぽ平坦に造られている。埋土は、大きなロームブロックと黒色腐植土の混じったものである。

検出した人骨は、膝を折り曲げて頭を北にしている。

出土遺物は皆無で、ある。

3 号墓壌(第四図、図版16)

遺構の平面形は、 75X40cmの長方形で、深さは、約30cmで、ある。壁はほぼ垂直に、底部もほ

ぼ平坦に造られている。埋土は、大きなロームブロックと黒色腐植土の混じったものである。

検出した人骨は、膝を折り曲げて頭を北にしている。

出土遺物は皆無で、ある。

4 号墓壊(第19図)

遺構の平面形は、 95X65cmの長方形で、深さは、約60cmで、ある。壁は、ほぽ垂宜に、底部は

ほぼ平坦に、造られている。埋土は、大きなロームブロックと黒色腐植土の混じったものである。

検出した人骨は、膝を折り曲げて頭を北にしている。

出土遺物は皆無である。

e 火葬墓(付図 2 ・ 3 ) 

火葬墓は、焼土や骨片がローム直上の黒色腐植土層中で検出され、掘方はローム面まで及ん

でいない。従って墓壌にあたる掘方は、判別しえなかったO また、遺跡、全体の遺構の検出は、

ローム上面の黒色腐植土をブルドーザーで排除した後行なったため、火葬墓が{也に存在した可

能性もある。

1 号墓

C区南端、 8 号住居跡の西 4m で検出。 250X150cmの範囲に、焼けて小片となった骨や木炭

粒子・焼土が黒色腐植土中で検出された。これらを含む層は、厚さ 5 cm弱で、ある。掘り方は検

出していない。

遺物は、骨、焼土に伴って「宣和通賓J (1119~ 1l 24年)が出土している(第32図17、図版33) 。

一ーヌ4



2 号墓

B区北部、 4 号住居跡の北11m で検出。 80X80cmの範囲に、焼けて小片となった骨や木炭粒

子・焼土が黒色腐植土中で検出された。掘方は検出していない。

遺物は皆無である。

f 地下式土壌

1 号地下式土壌(第20図、図版17)

本遺構は、 C区中央部、 5 号溝と 6 号溝のほぼ中間点に位置する。

遺構は、竪墳とその北側に取付く地下室に分けられ、地下室は、竪壌から地下室に至る部分
2主 2

と、この部分から東・西・北に設けられた三つの地下室部に分けられる。主軸は、 N-1T-E

である。

竪墳の平面形は、直径約 150 cmのほぼ円形を呈す。深さは、約 120 cmで、ある。断面形は、上

半部がロート状、下半部が円筒形を呈す。底部は、平坦で地下室の方へゆるく傾斜する。壁は、

工具痕を全面に有するが丁寧な仕上げと言える。足掛け状の遺構は、検出していない。

地下室の平面形は、三つの台形状の地下室が東・西・北の三方に張り出した状態である。地

下室の床全体は、ほほミ水平で、竪墳の底部との明確な境はないが約 5 cm低くなっている。

東室はその平面形が、奥壁幅約 130 cm、奥行約70cmの不正な台形である。断面形は、上幅約

110cm、下幅約 130 cm、高さ約87cmの台形を呈す。ただし、天井部は、ほとんど剥落・落盤して

いるが、残存する部分からほぼ水平になると思われる。西-北室の天井部も残存部の観察か

ら水平であると判断できる。

壁は、幅約15cmほどの工具痕を全面に残すが、全体としては丁寧な造りである。壁面下半は、

鹿沼パミス層に達している。

北室はその平面形が、奥壁幅約 130 cm、奥行約60cmの不整な台形である。断面形は、上幅約

100cm、下幅126cm、高さ約95cmの台形である。天井部はほとんど落下している。

壁は、東室同様の工具痕を残すが、丁寧な造りである。

西室は、その平面形が、奥壁幅約 135 cm、奥行55cmの長方形で、ある。断面形は、上幅 107 cm、

下幅 140 cm、高さ 92cmの台形で、ある。天井部は大部分が落下している。

なむ、竪漬から地下室に至る部分の天井部は、落下しておりその形態は不明である。

本遺構は、表土削平時に初めて天井部が落下したもので、調査前は竪墳のみが埋没し、地下

室部分は、空洞であったO 竪墳の埋土は、流れこみによる自然堆積であり、この中から内耳鍋

の小片と土師質土器(第32図 9 )が出土している。 9 は、小形の杯形土器で口唇部に煤の付着

が見られる。底部には、糸切り離し痕の上に板目状圧痕が見られる。
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第20図 1 号地下式土壌実測図

2 号地下式土壌(第21図、図版17)

本遺構は、 C区塀の北側に接して住置する。

1-6. 暗黄褐色土(ローム混
じりの黒色腐植土)

7 ・ 8. 時黄色土(ロームを多
く含む)

※ 1-8 はすべて竪墳からの流
入土である。

遺構は、竪墳とその北側に取付く地下室に分けられ、地下室は竪壌から地下室に至る部分と、

この部分から東・西・北に設けられた三つの地下室部に分けられる。主軸は、 N-38~Wであ

る。

竪墳の平面形は、直径約 120 cmのほぼ円形を呈す。深さは約 135 cmで、ある。断面形は、上部

ーーワ氏一一



斗

1. 黒色土
2 時褐色土
3 時黄褐色.-1: (口 ム粒千を会む)
4-7 暗黄褐色在(ローム粒子を多く含む)
※ 3-7 層は、天井部落下以前に竪壌から流入
したもの。

ード

f 

;/ 

\七
;/ \~一一二三

汁 Sミ

m
l
t
J
 

n，ι
 

第21図 2 号地下式土境実測図

がロート状に聞き、下部が円筒形を呈す。底部は、平坦で

i激敷しいが、下半部では工具痕を全面に有す。全体としては丁寧な造りである。足掛け状の遺構

は、検:出していない。

地下室の平面形は、三つの台形状の地下室が東・西・北の三方に張り出した状態である。地

下室の床全体は、ほぼ平坦で、水平で、あり、竪墳との高低差も全くな1.' 0

東室は、その平面形が、奥壁幅約 150 cm、奥行約 120 cmの長方形てて、ある。断面形は、上幅約

145cm、下幅約130cm、高さ 83cmの長方形を呈す。ただし、天井部はほとんど落下しているが、

ーー買7 一一



残存部からほぼ水平と考えたO

壁は、幅15~20cmほどの工具痕を残すが、全体としては、丁寧な造りである。壁面下半は、

鹿沼パミス層に達している。

北室は、その平面形が、奥壁幅約 140 cm、奥行約60cmの不正な台形である。断面形は、上幅

約80cm、下幅75cm、高さ約 140 cmの逆台形で、ある。天井部はほとんど剥落・落下していて旧状

を想定することは困難である。

壁は、東室同様の工具痕を残すが、丁寧な造りである。

西室は、その平面形が、奥壁幅約 150 cm、奥行95cmのほぼ長方形を呈す。断面形は、上幅145

cm、下幅約 150 cm、高さ約 135 cmのほぼ長方形である。天井部は、大部分が落下しているが、

落下した天井部のロームを観察すると、天井部は、ほぽ水平で、あったことがわかる。

本遺構は、確認時にすでに完全に落下・埋没していた。埋土は、落 F した天井のロームを境

にして、竪壌からの流れ込み士と落下後の埋土に分けられる。前者は、自然堆積と考えられ、

竪境底部直上から内耳鍋の破片が、また、地下室中央の床面直上でこね体1犬の石製品が出土してい

る。後者も、自然堆積であり、土壊に埋土を切られている。この埋土中から内耳鍋の破片と土

師質土器(第32図10) が出土している。 10は、杯形土器で底部に糸切り離し痕を有す。

3 号地下式土壊(第22図、図版18)

本遺構は、 C区 3号溝の南 4m に位置する。

遺構は、 2 つの竪墳 1 ・ 2 とその北側に取付く地下室に分けられる。これらは、確認時には、

完全に埋没していた。主軸は、、 N-52~E である。

竪境 1 は、その平面形が直径約 100 cmの円形を呈す。深さは、約 140 cmで、ある。断面形は、

上部がやや聞く円筒状である。底部は、ほぼ平坦で、地下室に向ってゆるく傾斜している。壁

は、工具痕を全面に残す組雑な造りである。足掛け状の遺構は、検出していない。

竪壌 2 は、その平面形が直径約 100 cmの円形を呈す。深さは、約 110 cmで、ある。断面形は、

ローム状を呈す。底部は、平坦で、地下室の方ヘゆるく傾斜する。壁は、工具痕を全面に残す組

雑な造りである。足掛け状の遺構が、南壁上半部で 1 個検出された。

地下室の平面形は、東西 300 cm、南北 180 cmの長方形で、ある。断面形は、高さ約90cmの外側に

ふくらむ長方形で、天井の中央部は、落ドしているが、落下した地下室を埋めている天井部の

ロームを観察すると、ほぽ水平で、あったことがわかる。

床は、竪壌 1 からゆるく傾斜して、地下室中央部で最も底くなり、地下室壁際では、中央部

より 10cm程高くなる。また、竪墳 2 から地下室に至る部分には、明瞭な 2 cm程の段差がある。

壁は、幅15cm前後の工具痕が荒々しく残る粗雑な造りである。

埋土は、竪壌 1 からの流れ込み土の上に天井の落下ロームが堆積し、その上に、黒色土が堆

ーーワ良一一
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l 黒色土(天井部落下後の堆積土)
2 黄色土(天井部のローム)
3. 皆黄褐色土(竪墳からの流入士)

3 号地下式土壌実測図第22図

積した状態である。埋土はすべて自然堆積と判断できる。出土遺物には、内耳鍋、土師質土器

があるが出土層位は、釘を除いて落下ロームの上の層である。釘は、角釘で頭釘(第32図16)

部が長方形に造られている。

この中から 5 cm前後の川原石数個と青磁碗・常滑・土師竪壊 2 の埋土は、自然堆積であり、

質土器(第32図11) ・内耳鍋それそ、、れの小片が出土している。青磁碗は小片で、あるが、外表面に

鏑葉文を配するものであることがわかる。柏薬は、やや暗い緑色で、貫入が見られる。

2 つの竪壌はその埋土の切り合いから新旧関係はつかめなかったが、地下室の正面中央にく

る竪墳 1 が先行するものと判断できる。

4 号地下式土壌(第23図)

4 号地下式土墳の西約 2m の所にある。地下室C 区 3 号溝の南約 3m に位置し、本遺構は、

の西部は調査区外に及んだため未調査である。

遺構は、竪墳とその北側に取付く地下室に分けられ、確認時には両者とも完全に埋没してい

一一つQ 一一
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竪墳は、その平

面形が直径約 100

cmの円形を呈す。

深さは、約 130 佃

である。断面形は、

壁が底部から急角

度で立ち上る形状

である。

地下室の平面形

2m 
は、東西 200cm以

上、南北 190 cmの

長方形を呈するも

※埋土はすべて天井落下後に堆積したものである。

o 

第23図 4 号地下式土壌実測図

のと思われる。断面形は、高さ約90cmの外わんする長方形で、天井の中央部は落下しているが、

落下して地下室を埋めているロームを観察すると、天井部はほぼ水平であったことがわかる。

床は、竪壌からゆるく傾斜して地下室に至り、中央部が最も低くなるが全体としてみれば、

ほぼ平坦と言える。地下室床と竪墳底部との明瞭な境は存在しない。

壁は、幅15cm前後の工具痕が荒々しく残る粗雑な造りである。

埋土は、断面観察の佐置が竪嬢から離れていたため、そこからの流れ込み土は見られず、床

面直上には落下した天井のロームが、その上には黒色土が自然堆積している。埋土上半で、土

師質土器・内耳鍋片が出土している。

埋土は、土壌に切られている。

g 溝

2 号溝(付図 2 、第24図)

B区中央 lニ検出した溝で、 1 号溝とほぼ平行に東

西方向に延びる。

遺構は、幅0.75m 、深さ 0.6m で、断面形は底部

をU形とする V字状である。溝はほぼ一直線に東西

方向へ延びて調査区外に及ぶ。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土が自然堆
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第24図 2 号溝南北断面図



積したものである。調査区東壁の土層断面によると、本溝の掘方は、耕作土直下から確認す

ることができる。

出土遺物は皆無で、ある。

3 号溝(付図 3 、第25図)

C区北部で検出した溝である。遺構は、ほぼ東西方向にまっすぐ延び、調査区東部で終る。

遺構の西限は、調査区外に及ぶため不明で、ある。

遺構は、その西部と東部で士見模を異にしていることから、何度か造り直されている可能性が

ある。このことは、遺構の埋土断面では確認できない。最も規模の大きい所では、上幅 102m 、

下幅 0.7m 、深さ 0.8m である。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土が自然堆積

したものであり、その中に、水が流れた痕跡を認め

ることはできない。

遺構は、ピット、土壌と切り合うがその新旧関係 1. 2.時黄褐色土 o O.5m 

(ローム粒子を多く含む)七二二二ニゴ
は不明である。また、 C区でピットの検出された範 3. 黄褐色士

(ローム粒子を多〈含む)
囲は、この溝を境としてその南側に限られる。

第25図 3 号溝南北断面図
出土遺物は、埋土中出土の土師質土器(第32図14) ・内耳鍋の小片で、ある。14は、杯形土器で

内考ぎみに立ち上る体部を持つ。底部には糸切り離し痕を有す。

4 号講(第13図、図版20)

C区西部で検出の溝であり、東端を 5 号溝にほぼ接して西に延び、北折して調査区外に及ぶ。

規模は、上幅 101m 、下幅 0.2m 、深さ 0.8m で、掘方は V字状を呈す。埋土は、自然堆積で

ある。

遺構は、方形竪穴遺構、土墳を切るが、ピットとの新旧関係は不明である。

出土遺物は、すべて埋土下半からのもので土師質土器(第32図12 ・ 13) と内耳鍋(第33図18

・ 19) がある。 12 ・ 13は、杯形土器であり、底部に糸切り離し痕を有す。 18は、 2 個一対の内

耳を持つ土鍋であり、外面には煤の付着が顕著で、ある。 19は、口縁部が外反する内耳鍋であり、

外面には煤の付着が顕著である。

5 号溝(第12図、図版21)

C区中央部で検出した東西の溝である。規模は、幅 101m 、長さ 7m で、 V字状を呈す。埋

土は、ほとんど鹿沼パミス土である。遺構は、 9 号方形竪穴遺構を切り、 1 号井戸に切られて

いる。出土遺物は無い。
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宝木段丘にわいては、宝木ローム中に鹿沼パミス層が見られる。本遺構埋土として見られる

大量の鹿沼パミスは、この土層まで掘り込まれた遺構の掘り上げ土と考えられる。 c区におい

て鹿沼パミス層に達する掘方を持つ遺構は、地下式土壌と井戸である。 5 号溝の周辺では、

1 ・ 3 ・ 4 号井戸、 1 号地下式土壌がこれにあたる。 1 号井戸は、 5 号溝と埋土が切り合うため

除かれる。すなわち、 5 号溝の埋土は、 3 ・ 4 号井戸、 1 号地下式土壌のいず、れかの掘り上げ土と

推考でき、 5 号溝と 1 号井戸の構築の聞には、井戸もしくは地下式土壌が造られていることも

考えられる。

6 号溝(第26図、図版21)

C区南部で検出した東西の蒋で、西の端で北へゆるくカーブする。全長約27m である。規模

は、幅約 1m 、深さ約 0 .4 m であり、底部はほぼ平坦である。
s 

埋土はすべてローム粒子を含む?
H音黄褐色土である。 仁三三三三ゴ

第26図 6 号溝南北断面図

埋土は、ロームブロックの混ヒる黒

色腐植土が自然堆積したものである。

本遺構は、 32 ・ 34 ・ 35 ・ 47号土墳に

よって切られ、また、これら以外の土

壌(但し、本遺構と切り合うもの)よ

り新しい。

出土遺物には、内耳鍋・土師質土器それぞれの小片が少量あるのみである。

7 号溝(第27図、図版22)

C区東部で検出した溝である。遺構は、ほぽ南北方向にまっすぐ延び、調査区南限付近で約

110。西方に折れて、調査区外に及ぶ。遺構規模は、その断面観察によると上幅1.8m 、下幅0.7

m 、深さ 0.7 m である。
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第27図 7 号溝南北断面図

遺構は、耕作土直下から掘り込

まれており、埋土は自然堆積した

ものである。ローム粒子を含む黒

色腐植土の溝埋土には、水が流れ

た痕跡は認められない。

遺構は、ピットと切り合うが、

その新旧関係は不明である。また

C区でピットの検出される範囲は、

この溝を境としてその西側に限ら

れる。



出土遺物は、溝埋土中出土の土師質土器・内耳鍋の小片である。

h 井戸

1 号井戸(第11図、図版 9 ・ 23)

C 区中央に位置する素掘りの井戸であり、 5 号溝を切っている。

平面形は、径約 2 0 4m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、その上半部が鹿沼パミスを大量に含む層で下半部が黒色腐植土である。

遺物には、埋土中から出土した須恵器の窒・蓋・常滑の大警の破片がある。

本遺構はピットと切り合うが、新旧関係は不明で、ある。

2 号井戸(第28図)

C区西部に位置する素掘りの井戸であり、 16号方形竪穴遺構の南約 4m の所にあたる。

平面形は、径約 107m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植上が自然堆積したものであり、土墳に切られている。

出土遺物は皆無で、ある。

3 号井戸(第28図)

C 区西部に位置する素掘りの井戸であり、 5 号溝の南約 4m の所にあたる。

平面形は、径約 202m のほぼ円形で、断面形は、上半部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土が自然堆積したものであり、土壌に切られている。

出土遺物は皆無である。

4 号井戸(第29凶)

C区中央部に住置する素掘りの井戸であり、 1 号円形土壌を切って構築されている。

平面形は、径約 205 m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、上半部が鹿沼パミスを含む層、下半部が黒色腐植土層である。

出土遺物は、埋土上半ーから出土した内耳鍋と簾状のタタキ目を持つ常滑の小片である。

5 号井戸(第28図)

C区東部に位置する素掘りの井戸であり、 4 ・ 6 号方形竪穴遺構の南・東にあたる。

平面形は、径約 109m のほぼ円形で、断面形は、 上部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土が自然堆積したものである。
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2 号井戸
1 .黒色土
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3 -5. 黒色土

、、、

θ 

(� 

円
U
l
I
t
t

刀
口鹿ル

」
ムロ

)
(
む
土
合

色
を
褐
子

戸
黄
粒

井
土
時
の
土

号
色
・
ス
色

5

黒
5

ミ
黒

~
ノ
・

唱
E
A
n
F臼

p
h
υ

第28図 2 ・ 3 ・ 5~7 号井戸実測図
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6 号井戸

3 号井戸
1 .暗黄褐色土
2.3.黒色土
4.5.S音黄褐色土(ローム粒子を含む)
6 黒色土
7 時褐色土
8.9.黒色土

6 号井戸
1 .黒色土
2. 時黄褐色土
3. 黒色土
4 -7. 暗黄褐色土
8 黄褐色土(ロームの層)
9. a音黄褐色土
10. 黄褐色土
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第29図 4 号井戸、楕円形土境実測図

出土遺物は、埋土下半から出土した内耳鍋(第32図21)と常滑(第32図15) の破片である。

6 号井戸(第28図)

B 区北部に位置し、 4 号住居跡の西14m にあたる。

平面形は、約1. 8m のほぼ円形で、断面形は上部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土が自然堆積したものである。

遺物には、埋土上半から出土した須恵器杯形土器の小片があるのみである。

7 号井戸(第28凶)

C区北西部に位置する素掘りの井戸であり、土壌に切られる。



平面形は、径約1.0m のほぼ円形で、断面形は、円筒状を呈す。

埋士は、黒色腐植土である。出土遺物は皆無で、ある。

8 号井戸(第30図)

A区北部に位置する素掘りの井戸であり、土壌に切られている。

平面形は、径約1.0m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子の混じる黒色腐植土が自然堆積したものである。

出土遺物には、埋土中から出土した内耳鍋の破片がある。

9 号井戸(第30図)

A区中央部に位置する素掘りの井戸であり、土壌に切られている。

平面形は、東西 2.0 m 、南北1.8m のほぼ円形で、断面形は、掘方上部がやや外方に聞く。

埋土は、ローム粒子の混じる黒色腐植土が自然堆積したものである。出土遺物は皆無で、ある。
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9 号井戸

第30岡 8 ・ 9 号井戸実測図
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10号井戸(第31図、図版24)

C 区南東部に位置する素掘りの井戸であり、土壌に切られている。

平面形は、径約1.2m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子の混じる黒色腐植土が自然堆積である。出土遺物は皆無で、ある。
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13号井戸
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11号井戸(第31図、図版2A)

C 区南東部に位置し、土壌に切られる。

平面形は、径約 108m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、上半に大量の鹿沼パミス・ロームブロック、下半に黒色腐植土が堆積したものであ

る。埋土にロームブロックや鹿沼パミスが多いことから少なくとも上半部は人為的な埋没と考

えられる。出土遺物は皆無で、ある。

12号井戸(第31凶)

C区南東部に位置し、土壌に切られている。

平面形は、径約 101m のほぼ円形で、断面形は、円筒形を呈す。

埋土は、黒色土・ローム・鹿沼パミスの混土である。出土遺物は皆無で、ある。

\二-rLとJ\Td\\J- 二L-;l，，-==土フ7
\三一jjr

」ヨf\ 三一 -/J
亡三79

ミ1 =d'-'\' 一

¥I  ~rたよ三夫-A~ミヌ
凶15f)。

(1 : 7 号方形竪穴、 2~5 小ピ y ト、 6 : 67号土媛、

7 4 号士墳、 8 : 66号土城、 9 号地下式土壊、

10: 2 号地下式土壌、 11 ・ 16: 3 号地下式土壌、

12 ・ 13: 3 号溝、 14: 3 号溝、 15: 5 号井戸、 17: 1 号火葬墓)

第32図 中世遺構出土遺物実測図
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13号井戸(第31図)

C区最東部に位置する。

(18 ・ 19: 4 号溝、 20: 66号土墳、 21 : 5 号井戸)

第33図 中世遺構出土遺物実測図

平面形は、径約1.2m のほぼ円形で、断面形は、上部がロート状を呈す。

埋土は、ローム粒子の混じる黒色腐植土が自然堆積したものである。出土遺物は皆無である。



i その他の遺構

楕円形土壌(第29図)

C 区中央、 4 号井戸に切られ、 1 号地下式土壌と接する位置にある。

遺構の平面形は、 5.0X3.9m の南北に長い楕円形を呈す。掘方は深さ 15cmの皿状で、あり、壁

と呼べるような急角度の立ち上りはない。床はほぼ平坦で、、非常に硬く踏み固められている。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。遺構は、土壌・井戸に切られ、遺構内

外のピットは、本遺構の前後もしくは同時期に造られたものである。

出土遺物には床面直上で出土した常滑の曹と土師質土器の破片がある。

集石(第 4 図、図版25)

3 号方形竪穴遺構の北側で検出した遺構で、縦長の土墳の壁をこわして構築されている。集

石は、径60cm、深さ 15cmの円形掘方内に川原石によって造られたものであり、西端を別の縦長

の土壌に切られている。出土遺物は皆無である。

4 竪穴住居跡の調査

1 号住居跡(第34図、図版26)

A 区中央部に位置し、 2 号住居跡の北10m である。

本遺構の平面形は 5.9X 5.8m 以上の隅丸方形を呈し、北壁には竃が設けられている。主軸は、

N-120 -E である。

壁は、高さ 36cmで、あり、急角度で立宇ち上る。

床は平坦で、あるが、踏み固められたような硬い部分はない。周溝は見られない。南壁際には、

1. 3XO.8m 、探さ約 0.2 m の方形の土壌が設けられている。竃東側に接して筏 0.8 m 、深さ 0.2

m 、の円形の土壌が設けられている。

柱穴は、床面から 20cm前後の浅い掘方で、径約40cmで、ある。屋外柱穴は存在しない。

竃は、調査区外に及ぶが、焼土が遺構北西部に検出されたため、その位置を北壁に考えた。

埋土は、ローム粒子を含む黒色土であり、床面直上には焼土混じりの土が薄く堆積する。遺

構は自然埋没である。

出土遺物は、埋土中出土の土師器杯形土器 2 点である。 1 は、小形で丸底の杯形土器であり

体部外面に援を持つ。 2 は、丸底の杯形土器であり体部外面に穣を持つ。この他に、埋土中か

ら須恵器蓋形土器の宝珠状つまみ部が出土している。
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2 号住居跡(第35 ・ 36図、図版26)

A区中央部に位置し、 1 号住居跡の南10m である。

本遺構の平面形は2 .4X2.7m の不整な隅丸方形を呈し、北壁には竃が設けられている。主軸

は、 N-16"-E で

AI 

�g 
。

1 .黒色土(ローム粒子を少量含む)
2 ・ 3. 暗黄色土(ローム粒子を多く含む)

第35閲 2 号住居跡実測図
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1 .時褐色土(ローム粒子、焼土粒子
黒色土の混土層)

2. 黄褐色土(ローム粒子、:焼土粒子
を多く含む)

3. [音黄色土(ローム粒子、ロームフ
ロックを含む黒色土層、焼土は全く
見られない。)

4 黒色土(ローム粒子を少量含む。)
5. 時灰色土(粒子に少量の黒土を
含む、袖の残がい)

6 黒色土(ピ y 卜の埋土)

第36凶 2 号住居跡竃実測凶

-42-

。

日

m
 

ある。

壁は、高さ 40cmで、

あり、急角度で立ち

上る。

床は、平坦で、ある

が踏み固められたよ

うな硬い部分はない。

周溝は見られない。

南西隅には、 1X0 .4

m 、深さ O.3m の土壌

が方包けられている。

柱穴は、屋内、屋外

ともに存在しない。

竃は、壁と床を掘

り込んで構築されて

いる。袖は、黒色土

混りのロームで造ら

れ、天井部は、崩落

している。煙道部の

掘方は壁を80cmほど

掘り込み造られてい

る。

埋土は、ローム混

りの黒色土が自然堆

積したものである。

また、竃は小ピット

によって切られてい

る。

出土遺物に図示で



きるものはないが、破片を見ると、体部外面に稜を持つ丸底の土師器杯形土器や同じく土師器

で、偏平な半球状を呈す丸底の杯形土器(内外面に磨きを有す)があることがわかる。

3 号住居跡

(第37 ・ 38肉、図版27)

A区南部に位置し、 2

号住居跡の南 7mで、ある。

本遺構の平面形は、3.2

X3.9m の隅丸方形を呈

し、北壁には竃が設けら

れている。主軸は、 N-

16"-E である。

壁は、高さ 18cmで、あり、

急、角度で立ち上る。

床は、平坦で、あるが踏

み閉められたような石更い

部分はない。周溝は見ら

れない。竃の東側には、

径60cmの土壌が設けられ

ている。柱穴は、屋内、

屋外ともに存在しない。

竃は、壁と床を掘り込

んで構築されている。袖

は、粘質土によって造ら

れ、天井部は崩落してい

る。

埋土は、ローム混じりの

黒色士が自然堆積したも

のである。

出土遺物は、竃中から

出土した土師器杯形土器

( 4 )と床面上から出土

した土師器嚢形土器( 3 ) 

ミミ
1 .黒色土(ローム粒
子を少量含む)

2 黒色土(ローム・
粘土の粒子を多く含
む)

3. 灰色土(焼土を多く含む)
4. 黒色土(ローム・粘土を多く含む)
5 .暗黄色土(ローム粒子多量 o
6. 灰色士(粘土の袖
7 黒色土(焼土粒子少量) も
8. a音黄色土(ローム粒子多量)
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第37図 3 号住居跡実測図
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第38図 3 号住居跡竃実測図



2 点である。 4 は、偏平な半球状を呈す器形で、底部が丸底の杯形土器である。 3 は胴部が球

状を呈す丸底の小形曹形土器である。この他に、破片であるが体部外面に稜を持つ丸底の土師

器杯形土器が埋土中より出土している。
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第39図 4 号住居跡実測図

Ic 

1.灰褐色土(カマドの構築粘土と若干の黒色土)
2. 灰褐色土(カマドの構築粘土と若干の黒色士)
3 灰褐色土(カマド壁の残がい)
4 黒色土(焼士粒子・粘土を含む)
5. 赤褐色土(ローム粒子と多量の焼土粒子を含む)
6 _黒色士( 1 冊前後のロームプロックを多く含む)
7 _黒色土(ローム粒子を若干含む)
8 _暗黄褐色土(床面直上の覆土)

IA 

B 

• i 
おJJL 》

B C
 

第40図 4 号住居跡竃実測図
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4 号住居跡

(第39 ・ 40図、図版27)

B 区北部に位置し、

5 号{主居跡の北10m で

ある。

本遺構の平面形は、

3 X 4.1m の隅丸方形

を呈し、北壁には竃が

設けられている。主軸

は、 N-9'-Eである。

壁は、高さ 40cmで、あ

り、急角度で立ち上る。

床は、平坦で、あるが

踏み固められたような

硬い部分はない。周溝

は見られない。柱穴は、

屋内・屋外ともに存在

しない。

B-

竃は、壁を円形に、

床を浅い皿状に掘り込

んで構築している。袖

・天井部は残存しない。

埋土は、ローム混り

の黒色腐植土が自然堆

積したものである。

出土遺物は、床面上

から出土した土師器杯

形土器 2 点である。 5

は、偏平な半球形を呈



す丸底の杯形土器である。

である。

5 号住居跡

(第41 ・ 42図、図版28)

B[R中央部に位置

し、 4 号住居跡の南

10m で、ある。

本遺構の平面形l土、

3 .4 X4.2m の隅丸方

形を呈し、北壁には

竃が設けられている。

主軸は、 N-14乙-E

である。

壁は、高さ 40cmで、

あり、急角度で立ち

i二る。

床は、平坦である

が踏み固められたよ

うな部分はない。周

溝は見られない。柱

穴は、屋内・屋外と

もに存在しない。

竃は、壁を 1J1，状に

掘り込んで構築して

いる。袖は、粘質土

によって造られてお

り、天井部は、残存

していない。

埋土は、 ローム混

りの黒色腐植土が臼

然堆積したものであ

る。 住居跡中央部は、

6 は、体部外面に稜を持ち、 口縁部がやや内湾する丸底の杯形土器

ワン ι 

人一一 一一一一

iA ~ 日正制色土(多量のローム併を合も)
2 黒色土(若 Fのローム杭壬を含む)

1" 

|ι 

IA 

第41図 5 号住居跡、実測図

B 

H 

1 黙色上(ロ ム半世子はほとんど見られない，， 1
2. I長楢色士(カマト壁内粘土粒子と黒色上の層J
3 灰色士(カマ k 墜の残土。)
4 黒色土(暁土粒子ーロ ム粒チを多量に合
5 . ~\色 t (焼土粒子・ロームを多註に合むο)
6 赤偏色土 (1 cm前後の焼士粒子を多止に合む。)
7 . R昔黄褐色士(ローム粒チと焼上粒子を含む.1
8. U青赤褐色士(粘 ic' 焼土粒 I や鼎色土を合むの
版も若干見られる .1

第42図 5 号住居跡竃実測図

IA 

日

日

上一一十一」m



土壌に切られている。

出土遺物は、床面上から出土した土師器杯形土器 2 点、( 9 ・ 7 )と埋土中出土の土師器杯形

土器 (10) ・境形土器(8 )である。 7 は、体部外面に稜を持つ丸底の杯形土器である。 8 は、

半球形を呈する椀形土器で、体部外面に低い稜を持つ。 9 は、偏平な半球形を呈す器形で、丸

底の杯形土器である。 10は、体部外面に稜を有す丸底の杯形土器である。

1 時黄褐色土 0 
2. 暗黄色土(墜の崩れごみ土) ~ 

i 戸

第43図 6 号住居跡実測図

IA 

l 暗黄褐色土(ローム粒
チ焼土の担土)

2 暗量褐色土(焼土粘
土ロームの混土)

3 暗黄銅色土(焼土を企
量含む。)

4 赤褐色土(焼土を多く
含む。)

5 暗赤褐色土(焼土ロ
ム粒子黒色土の混土)

� F 
日

B 

6 暗黄色土(大きなロ ムプロソクを青む黒色士層、
土墳の埋土)

7 暗黄褐色土

l 

l 

/ 

、、 Lに一ι

:詰diTfZTH) 第44図 6 号住居跡実測図
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6 号住居跡

(第43 ・ 44図、凶版29)

B 区南部に位置し、 7 号住

居跡北25m である。

本遺構の平面形は、 2.9 X 

3.5m の隅丸方形を呈し、北

壁には竃が設けられている。

主軸は、 N-21 0 -E である。

壁は、高さ 40cmで、あり、ほ

ぼ垂直に立ち上る。

床は、平坦で硬く踏み固め

2m 
られている。周溝は見られな

い。柱穴は、屋内・屋外とも

に存在しない。

竃は、土壌に切られており、

粘質土で造られた袖部が残存

するのみである。

埋土は、ローム混じりの黒

日 色腐植土が自然堆積したもの

である。

出土遺物には、埋土中出土

の土師器杯形土器がある。 12

は、偏平な半球状を呈す丸底
B" 

の杯形土器である。

この他に破片ではあるが、 f本

部外面に綾を持つ丸底の土師

町、

器杯形土器が出土している。



7 号住居跡 dg ρ 。。
(第45図、図版29)

C 区中央部に位置し、 8
。

号f主居跡の北60m 、 6 号f主

居跡の南である。 。

吻本遺構の平面形は、 3X

306m の隅丸方形を呈し、
。

。

北壁中央には竃が設けられ 。 。 。

ている。 。 。

主軸は磁北方向である。 。 パヨJ ~ 一荷主「
壁は、高さ 15cmで、あり、

急角度で立ち上る。 ρ 広三)
床は、平坦で、あるが、踏

V で / 。 2m 

み固められたような硬い部 l 暗黄禍色士(ローム粒子を少量含む)
20 黒色土

分はない。周溝は、見られ
3 . ~音黄褐色土(ローム粒子を少量含む)

ない。柱穴は、その埋土の 第45図 7 号住居跡実測図

状況から中世のピットと判

別が困難である。また、 4

つのピットをむすぷ線が正 日

四角形を造るようなピット

の位置関係はなし1。以上の

ことから住居跡に伴う柱穴 ¥A" 

は存在しないと考えられる。 。 2m 

なお、屋外柱穴についても、 第46図 8 l%住居跡実測図

それと判断できるものは存在しない。

竃は、壁と床を掘り込んで構築されているが袖等の施設は残存しなしミ。

埋土は、ローム粒子を含む黒色腐植土の単一層である。また中世のピットがこの埋土を切っ

ている。

出土遺物は、数片の土師器破片のみである。

8 号住居跡(第46 ・ 47閃)

C 区南端に位置し、 7 号住居跡から南60m である。

本遺構の平面形は、東西 304m で、南壁は調査区外に及ぶため不明で、あるが、隅丸方形にな

一一 Aヴーー



JA 

B 

IA ♂ 
1 黒色土(焼土粒子を少量古む) n 

2 青椅色土( 1 叩前後の焼土プニニ
口 y クと粘土粧子を古む)

3 黄禍色土(粘土粒子とローム
粒子から成る。袖のこわれたも
の)

4 黒色士(少量の焼土粒子と粘
土の粒子を含む)

5. 焼土粒子どローム粒
子を若干含む)

L反J私

日

7 時黄色土(カマドの柚 o 1m 

ると考えられる。竃は、北

壁に造られており、袖の一

部が残存する。

壁は、高さ 40cmで、あり、

急角度で立ち上る。

床は、平坦で、あるが踏み

固められていない。周溝は

検出されない。柱穴は、調

査範囲内では検出していな

しミ。

埋土は、ローム粒子の混

じる黒色土が自然堆積した

ものである。

出土遺物は、竃周囲の床

:;語22iTfよみ仕立 1 l i 面上出土であり、須恵器杯

第47図 8 号住居跡、竃実測図 形土器・土師器杯形土器・

嚢形土器の 3 点、である。 11は、体部下端と底部全面を箆削り調整した高台付須恵器杯形土器で

ある。 13は、体部に稜を持ち、口縁部がやや内零する丸底の杯形土器である。 16は、口縁部が

胴部から直線的に開く饗形土器で、全体として薄く造られている。この他に、偏平な半球状を

呈す丸底の杯形土器の破片が出土している。

J イ
JA 

C c-

@O 
。

グ勿:wi3\ 1 \」 ~政務
後務協物物物級協~物物級協働綴グ例m
l 哩色十(樟土 ロ ムの粒子を少量青色)、 T 
2 出蚕面土寸粘土ーロ -L， り申立子を多く合企) 目

3 黄色土(壁のくすれ)日j 第48図 9 号住居跡実測図
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9 号住居跡

(第 48 ・ 50図、図版30)

D 区東部に位置し、 10m

以内に 10 ・ 11号住居跡があ

る。

本遺構の平面形は、3.7X

4.2m の隅丸方形である。

竃は北壁中央に設けられ

ている。主軸は N-1r-E

で、ある。

壁は、高さ 30cmで、あり、

急、角度で立ち上る。

床は平坦で、あるが踏み固



められていない。周j若手

は検出していない。北

東隅には、径50cmの土

壌が設けられている。

柱穴は、プランのコーナ

ー付近にあり、掘方の

規模は、およそ径40cm、

j菜さ 40cmで、、さらに径

約25cmの柱痕跡を確認

している。屋外柱穴は

検出していない。

竃は、床・壁を掘り

込んで、造られている。

袖は、粘質土によって

造られ、天井部は残存

していない。

埋土は、ローム粒子

の混じる黒色腐植士が

自然堆積したものであ

る。

出土遺物は、小片の

みで図化できるものが

ド

「-

B 

11 

Il 

1 黒色土(ローム粒
F を多く含む)

2 .黒色土(ローム粒
子を少量含む)

3.4.時黄色土(ロ ム
粒子を非常に多〈含
む)

。

Ic 

/ 

Ic 

第49図 10号住居跡実測図
ない。しかし、破片を

z多
多多

A. 

w 

B" 

見ると、体部外面に稜を持つ丸底の土師器杯形土器や偏平な半球状を呈す丸底の土師器杯形土

器が含まれていることがわかる。

10号住居跡(第49 ・ 51 ・ 54 ・ 55肉、図版31)

D 区東部に位置し、 9 ・ ll~イ主居跡に隣接する。

本遺構の平面形は、 3.2X3.5m の隅丸方形である。竃は北壁中央やや東寄りに造られている。

主軸は、ほぼ磁北方向である。

壁は、高さ 20cmで、あり、急角度で立ち上る。

床は平坦であるが踏み固められていない。なお、周溝は見られない。柱穴は屋内・屋外とも

に存在しない。

-4.9 ー



日

ミミ

日

l 黒色土(焼土ローム
の粒子少量)

2 暗黄色土(ローム粒子
多量、焼土粒子少量)

3 茶褐色土(購土粒子多
量、粘土粒子少量)

4 暗灰色土(粘土粒子多
量、柚がこわれたもの)

5 灰色土(粘土粒子多量)

IA 

。

Ic 

第50図 9 号住居跡竃実測図

Ic |じ

B 

J)可L 土~ II 

。 。

l 黒色土(ロ ムー粘土 ﾌI 11 
粒粒チを多く古む。 R
2 茶褐色土(焼土粘土
粒子を非常に多く古む。)

3. ]，火色土(粘土粒子の中

に少量の黒色土とロ ム

粒子を少量吉む。)

4 黄色士( (ロ ム粒子
中に少量の黒色土を伴う。)

5 暗黄色土(ロ ムと黒

色土の混土)
6 黒色土(焼土粒チを多

く含む。)

7 暗黄色土(ロームの崩

れこみ土。)

8 時黄色土(カマドの柚) 第51図 10号住民跡竃実測図

J) 

1m 

壁は、高さ 50cmで、あり、垂直に近い状態で立ち上る。

竃は、北壁に内形の掘方、床

に小円形の掘方を設けて構築さ

れている。袖は、ローム混じりの粘

質土によって造られている。天井

部は残存しない。残存する両袖の

中間の床が赤く焼けていることか

らこの部分が焚口と考えられる。

埋土は、口 ム混じりの黒色腐植

土が自然堆積したものである。

出土遺物は、土師器杯形土器 2

点 (14 ・ 15) と土師器警形土器 3 点、

(1 7 ・ 18 ・ 19) で、 17 ・ 18は竃中か

ら出土したものである。 15は、体

部外面に稜を持つ丸底の杯形土器

である。 14は、偏平な半球形を呈

す丸底の杯形土器である。 17は、

胴部のふくらみがほとんどなく、

ややくびれた頚部から直線的に聞

く口縁部を持つ警形土器でトある。

18は、胴部が球形を呈し、口縁部

が外反する窒形土器である。 19は、

胴部の張った大形の饗形土器であ

る。

11号住居跡

(第52 ・ 53 ・ 55 ・ 56問、図版32)

D 区東部に位置し、 9 ・ 10号と

隣接する。

本遺構の平面形は、 3 X3.5m の

隅丸方形である。竃は北壁中央よ

りやや東寄りに設けられている。

床は、平坦で、あるが踏み同められていない。カマドの東側・住居跡の北東隅には、住30cmの

土壌が設けられている。柱穴は、住居跡内外ともに存在しない。

一_hl"\_



竃は、北壁に円形の掘方、床に径 1m の掘方を設けて構築されている。袖は、ローム混じりの

粘質土によって造られている。天井部は残存しない。

埋土は、ローム混じりの黒色腐植土が自然堆積したものである。

出土遺物は、土師器杯形土器

1 点 (21)と土師器窒形土器 6 点

(20 ・ 22~26) で、 22 ・ 24 ・ 26は

竃内から出土したものである。

21は、口縁部がやや内写する丸

底の杯形土器である。 20は、大

形の嚢形土器の底部付近である c

22は、長胴の警形土器である。

胴部はふくらみをほとんど持た

ず、口縁部は外反する。 23 ・ 24

は、胴部の張る要形土器の口縁

部であり、どちらも非常に焼成

ρ 

a 

Q 

1 黒色土

2 暗黄色土(ロ ム粒子を多く含む。) ? 

3 

・胎土が良い。 26は、長胴の警

形土器である。 25は、胴部が球

形を呈し、口縁部の外反する窒
3 ，暗黄色土(ローム粒子を多く含む。) ヒ

|円

1:>: 

第52図 11号住居跡実測図

I 黒色土(粘土暁士
ロ ム粒子を少量含む)

2 暗灰色土(粘土粒子を
~く古t 。少量の憐士粒

A 

子を含む。 1 ，'
3 赤褐色士(焼士プロ

日

クの層 B
4 茶褐色土(構土・粘土
-黒色土の粒子がまじっ
ている。)

5 店色士(柚の粘士が
‘ J武れたもの。)
6 ， 7 暗黄色土(ローム粒子
を~<古む。) 8 

8 暗M色士(粘土粒チを
非常に~<古む。)

9 黒色土(多最のローム柑子を合む。)
10 黒色土(焼土粒子を多く含む。)
11 暗黄色土(カマドの柚)
12 暗黄色土(多量のローム粒子と若干の焼士を古む。)

JA 

Ic 

第53図 11号住居跡寵実測図
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第54図 住居跡出土土器実測図( 1 号 1 ・ 2 ， 3 号 3 ・ 4 ， 4 号 5 .6 , 5 号 7 -10, 

6 号: 12, 8 号 :11 ・ 13 ・ 16 ， 10号: 14 ・ 15 ・ 17 ・ 18)
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形土器である。この他に、偏平な半球形を呈す土師器杯形土器の破片が出土している。

J 
-ょっ Jコ

ゴク

20 

モミ43
三一~=

(/jj!I1 

'~ 

第55図住居跡出土土器実測図(10号: 19、 11号: 20~24) 
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25 
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l 「一一一斗

第56図 11号住居跡出土土器実測図

5 大溝跡の調査( 1 号溝)

26 

溝は、 B区中央、道路の南側に北西一南東方向に延び、 E区でも北西一南東に延びる。また、

B区西方で、下水道工事中に溝を検出した。これらの溝は、その規模(幅・深さ)・走向から同

ーの遺構と考えられる。

s 

J一一一一一一一一--'-一一一一一一一一一一斗一 一一一一一 L一一一一一 一~一一

』
第57図 1 号議 (B 区)南北断面図

一一日4 一一



」一一一一-J一一一一一よ一一一__J一一一一一一ー」一一一一」一一 一ー 」 一一 w
Eτ6.Om 

仁工コゴ

第58図 1 号溝 (E区)東西断面図

B区の溝断面

溝は、一度完全に埋没してから掘り直されていることが土層断面よりわかる。最初の溝(1 

期)は、上幅3.7m 、下幅 O.9m 、深さ l .4m の逆台形を呈す。 溝の南側の肩部から南へ約 3.5m

の幅で溝に沿って遺構が存在する。 遺構は深さ 30~40cmで、底部は、ハードローム上面に及び平

坦である。埋土の状況から溝と同時存在であることがわかる。北側は道路になっているため同

ーの施設が存在するかは未確認で、ある。

I 期の埋土は、ローム粒子を含む黒色土を主体とした自然堆積土である。 溝底部直上の埋土

は、粘性の強い黒色土であり、この土層の存在は、溝に水が流れたことを意味するものである。

掘り返しの溝 (ll 期)は、 I 期の溝と同ーの位置・走向で、幅2. 1mの断面 V字形で、底部が

U形を呈す。 i幕の南側に I 期のような施設はない。

埋土は、 I 期の溝と両様ローム粒子を含む黒色土が主体であり、溝庇に水の流れた明確な痕

跡は認められないc

E 区の溝断面

溝の規模は、上幅約 3.5m、下幅約 O.9m、深さ O.9mで、ある。 j毒は、上端から下端に至る間に両側

に一度平坦部を持つ。平坦部は、幅O.7m前後で、ある。本区では

調査区両端の断面でこの平坦部を確認した。溝埋土は、すべて

自然堆積によるものであり、埋土上半は、ローム混じりの黒色

土を主体とし、下半は 1 cm前後のローム・黒色土の丸いブロ

ックを多く含む砂質土と、粘性の強い黒色土が互層を成して

いる。これらの特徴から、溝下半の埋土は、水の作用によっ

て堆積したものと考えられる。

以上、 B ( 1 期). E 区検出の溝は、その外側に平坦部を持ち、

北西 南東方向に延び、水が流れた痕跡を示すことから同ー

の溝と考えられ、さらに、 B区西方で確認した溝もその延長上

一日ー

\一二午=〆

く工二=〉
o 5cm 
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第59図 1 号溝 (B 区)
出土遺物実測図



であり、規模も類似することから、同ーのものと考えられる。

確認した溝の長さは、約 400m に及び、 B 区と E 区の溝底部の標高差は、 E区が約 O.8m 低

い(標高94.8m)。つまり、水は北西から南東に流れたものである。溝は、北西に延長すると姿

川に至る。

出土遺物(第四図、図版33) は、 B区で埋士上半から出土した須恵器杯形土器と鉄鎖である。

須恵器は、底部に箆起し痕を有し、体部にはロクロ痕が見られる。また、底部には箆状工具

による線刻が見られる。鉄鎖は、全長lOcm、鍛身の長さ 5.8 cmで、ある。鋒は柳葉形で、、茎の断

面は方形である。

注 1 遺構規模の計測値は、凹形のものは張り出しのある壁とそれに対する壁間の最大値を前に

記し、ピットを伴うものは、ピットのない廷の聞を測ってその最大値を前に記した。深さは、

遺構確認面からの計測値である。

j主 2 本報告では、竪墳とこれに相対する地下室奥壁の中央とを結ぶラインを主軸とした。
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土器番号 器種 法量 器形の持徴 調整の特徴 胎土・焼成 色調 備 考

32-1 高台付腕 軸薬は、やや濁った淡緑色で、
(青磁) 全面に施されている。また、

(7.0) 内外両面にかん入が見られる。

2 事手 5.5 体部は、ややふくらみながら 内外面にロクロ使用。 胎土は、融砂粒を含み良質。 底部の系切り離し癌の上
1.7 立ち fてる。 l伝部品切り離し。 焼成良好。 に板目状の圧痕が見られ
3.1 淡褐色。 る。

-3  不平 6.0 底部は平坦で、体部は直線的 内外面にロクロ使用。 胎土は撒砂粒を含み良質。 底部の糸切り離し痕の上
2.0 に立ち上る。 底部糸切り離し。 焼成良好。 に板白状の庄痕が見られ
3.5 衛色。 る。底部は焼成後穿子しさ

れている。

4 十4 (10) 底部と体部の境にはっき ηL 内外面にロク口使用。 胎土は微砂粒を$<含み良質。 J.ff部に板回状の圧癌を有
3.0 た援を持たない。 焼成良好。 す。
(5.1) 淡褐色。

5 車不 10.2 体部は、ややふくらみながら 内外面に口クロ使用。 胎土は微破粒を含み良質。
2.7 立ち上る。底部から体部に至 底部糸切り離し。 焼成良好。

4.2 る部分がややくびれるような 淡褐色。
形状。

6 干不 9.7 体部は、ほぽ直線的に立ち上 内外面に口クロ使用。 胎土は微砂粒を含み良質。 氏部の糸切り離し痕の上
2.8 り口縁部が内琴きみである。 底部舟切り離し。 焼成良好。 に板目状の圧痕が見られ
4.5 淡褐色。 る。

7 キ平 底部から f本部に至る部分が、 内外面にロクロ使用。 胎土は徴砂粒を含み良質。 底部の品切り離し痕の上
ややくびれるような形状。 属部皐切り離し。 焼成良好。 に板目状の圧躍が見られ

4.4 淡褐色。 る。

-8  杯 (11.8) 底部が小さく、体部は直線的 内外面にロクロ使用。 胎土は撒砂粒を吉み良質。 底部の品切り離し痕の上

3.3 に立ち上る。 底部糸切り離し。 焼成良好。 に板白状の圧痕が見られ
3.5 淡鍋色o る。

9 キ不 6.0 底部から体部に至る部分がや 内外面にロクロ使用。 胎土地良質。 口唇部の 部にススの付

2.2 ゃくびれるような形.fj(。 底部品切り離し。 焼成良好。 着あり。底部の呆切り離

3.1 体部は内琴ぎみ。 淡褐色。 L癌の上に板目状の圧痕

が見られる。

10 不不 10.8 f本部は、直線的に立ち上る。 内外面に口クロ使用。 飴土は撒砂粒を含み良質。
2.5 l底部来切り離し。 焼成良好。
5.3 淡褐色

11 ホ不 (14.0) 日縁部は内写きやみである。 内外面にロクーロ使用。 胎士は微砂粒を含み良質。
焼成良好。

淡補色。

12 杯 (9.4) 全体的にゆがみが目立つ。 子担の成形。 胎土は微砂粒を吉み良質。
2.7 底部糸切り離し。 焼成良好。
3.7 褐色。

13 杯 9.0 f本部は、ほぽ直線的に立ち上 内外的にロクロ使用。 胎土は徴砂粒を吉み良質。 内面は全面にわたってス
2.6 る。 底部糸切り離し。 焼成良好。 スが付着し、ぞれが口唇

3.9 褐色。 部に及ぷ部分がある。

14 fイR 10.2 {本部は、内写ぎみに立ち上る。 内外面にロクロ使用。 胎土は微砂粒を含み良質。
2.8 底部糸切り離し。 焼成良好。
4.1 淡褐色o

15 費 大要の口融部。 fl唇部に緑色の軸が見られる。

33-18 内耳鍋 35.0 属部は平担ても、胴部に直線的 日報部ほ内外面横捕で。 胎土は金雲母を吉み良質。 底部を除く外面全体に煤
17.0 に立ち上る。口唇部は平坦。 体部門曜は樹方向の商1)η 。 焼成良好。 の付着が顕著。

24.3 内面に軽い段を有す。内耳は 内耳は貼り付けによる。 色調は内面暗褐色、外面黒色。

2個一組で一対見られ、その

位置は、 n唇部直ドである。

19 内耳鍋 (37.3) 日時部は外反する。日唇部は 日時部内外面横撫でる。 胎土は金雲母を含み良質。 外面全体に煤の付着が顕
9.0以上 平坦。内耳は日韓部直下に施 内耳は貼り付け L よる。 焼成良好。 著。

けられている。内面に軽い段 色調は内面暗絹色、外面黒色。
を有す。

20 内耳鍋 (32.5) {本部は底部から直線的に立ち u縁部は内外面横担軽で。 胎土は金雲母を古み良質。 タト面全体に煤の付着が量t1
18.51)上 J り、，1縁部で外反する。 υ 焼成良好。 著。

唇部は平坦である。内面に軽 色調は内面暗褐色、外面黒色。
い段を有す。内耳部は遺存し
ていない。

21 内耳鍋 体部は底部からやや外反ぎみ u縁部は内外商慣撫ても。 胎土は金雲母を含み良質。 外面全体に煤の付着が顕
15.0以上 に }Y. ち上る。日唇部は平買で、 内耳は貼り付けによる。 焼成良好。 著。

この直下に内耳が施けられで 色調は内面暗褐色、外面黒色。
いる。

54-1 手1"' 10.0 f本部外面に軽い睦を有す。 内面は全面揮でο 胎土は微砂粒を吉む。
3 内面に軽い段を有す。 外面は口掃部横冊で、底部 焼成良好。
九底 箆削り。 明1火褐色。

2 平手 13.3 体部外面に軽い棲を有す。 内面ほ全面撫で。 胎土は微砂粒を合み良質。
4.7 内面に軽い段を有す。 タト面は 11縁部横揮で、底部 焼成良好。

丸底 箆肖1) り。 明灰褐色

3 雪聖 13.4 11縁部は垂直で、 rl特部が外 L1持部内外面横揮で後、胴 胎士は撒砂粒を多く含む。
14.1 反する D 胴部は球形を 'I~ す。 部民部箆削り。 硬く購きしまっている。

丸1氏 小形で丸底の費。 黄掲色。

士器岳号は、挿閃番号に従った。法廷は、 11 任、器出、 hs;.径の 111ftで示した。
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土器番号

54-4. 

一 5 1 F不 1 (12.0) 
(3.0) 

九l氏

- 6 1 キイR

4.6 

九ißE

一 キi'

8 i 椀

9 1 干手

一 10 1 杯

Jl 1 n 
(λ ユ i

十て討す

結形の特徴|訴]整の特徴|胎土焼成色調| 備 考

内面は冊?後箆磨2;"胎上に微砂粒を合寸
外商は、日時部横揮で以下 l 焼成良好。
箆削り 1 占、補色。 1

偏平な半球状を量す 1 V>J面主撫で後全面箆磨き。 1 胎1: 1ニ惜砂粒を吉行。 1

けト垂れま 箆肖] 怯箆磨き o 1 焼成良好 1

赤褐色 l 

イ本郎外面に軽い睦を有れ い人品μi 全面揮で、外面は、 』古士;主徴砂粒を含む。

内面に軽い段を千ずれ 1 r 時ゑ部横撫で、底部箆印ド川タ尭成良好。

Il縁部は内容ぎみ。 1 い明掲色。

体部外出に軽い棋を {d'. 1 ，付面ま全面掃て~ 川台士に徴砂軌を合h
内由に軽い段をfJす。 けト面土、「縁部i横揮で、 11時成良好c

|部箆削り。 い明氏樹色c

半球形状を!止し、体部外面に li-ì縁部の内外血横撫で。 LJ 1 ij，土に微砂粒を多く含むυ
明瞭な岐を有す 1 縁部以外の内面は磨き I 焼成良好。

内面に軽い段を有 9 0 縁部を除くタト面は、 u縁部!日月以制色
楠撫で後削り、その後磨き。

偏平な1'fJ<状を呈す

12.6 偏平な半球状を呈す。 rヨ国立全面磨き 3 目出土二微砂粒を多く古 f/υ

3.9 げHm ム肖Ij V)j圭磨きc 悼成良好。

丸氏 川、褐色J

(14.3) 1 i本部外出に軽い桂を有ーす i V-J面は全面撫で。タト面は口 1 M!士に惜砂粒を吉台。
l 内面に軒 L 、段を右すの 縁部借権て\lま古制rj ~)焼成良好。

川音補色

47T) 
14 手不

15 キイE
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側
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品

16 

14.3 平正の杯に高さ 4 mm(/) 高台を|ロクロ成形後、底部正び体 I H古上は、太判の砂粒をほとん 体自帥ト市ー箆描き。
4.3 1 r砧り付けどいる。高台部;立外 1 ，l~ 干端を l司転箆削り、この|ど含まない精選されともσ〉で1
9.2 1 iHU: 開き、その端部は水平で|後 F高台部を貼りつけるつ |ある。 I

なくタ外ト d圃討端音部出カがfやや高〈なる焼成良好 1

器出に tぽまロケ口慎を残

(川lロ2.8制) 1岬偏平刊な竿同球状川を呈引j'，内面は、撫で後全面不定Ji l 胎」は伽軌を仰良氏 | 
向の箆磨き υ 外国 i主、箆削!焼成員好。 1
り後全面i不定 J:j向の箆惜きロi 赤褐色υ l 

体部外置に軽い捷を有す。 内i面lよ全面構て 川古土ま棚砂粒を古む。 1
内面口に和、段を有れ けト面は、 u手掛浦揮でJ引焼成良札
工」縁部は内考古み。 什出箆肖 J ~。 川JH1\褐色。

(11.0) 1 偏平な半球状を込す 1 :村ι面土箆磨きコ |胎Jc l主徴砂粒を合t 。

:3 .0 けト圃は箆肖 i 灯後箆磨き li尭成良安子。
丸底 1 い羽帽色。

14.4 卒部外国に軽い雄主有す 1 1'ヲ由ま全血控 ê'cタh面はは 1 H* ，tl封殺砂粒を含む
何ι) 1内面に軽L 段を有す、 同訟i5横撫で 底部箆削りυi !完成良白子乙
丸氏 1 :明褐色。
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17 饗

18 1 蜜 I (H.O) 1 時状の胴部に外反する U縁部 Ifl縁部内外圃t黄箆でd脈問川1台土中こ紗粒を多く合 ι ロ
|を有
1 I作すにある 1 て\タト面 1土箆~~リ 後擁て九 タ褐色、外出の 部;こ黒時o I 

外面(土不定方向グ箆削η。 1 Ht 士-è一品粒が含まれる.. I 
内面は木 u状工具こよるJ蕪 li詫成良h干η

で。 い赤褐色。

20 1 墾 1 H同部下苧の破片。球形のル付ß 1外出f\m1Jりè'面撫でつ 目色七わこは砂杭が目立つ。
十子去 たと考えられる焼hX良好。 I

時間色 1 

-21 I 杯 I (J 6.5) い本部外出に軽い桂をfJすυ 片面ほ t出鼎で 外国 lよ u! 胎土は微砂粒を合 L，
4.4 同地打こ軽い段を千ぎれ |縁部情鼎で後底部毘削り。 1 焼 1&良好。 I
丸底 |川村れま内寄ぎみ。時褐色。 1

一一 一一一-
22 1 寮 1 (23.5) り同到日立;lとんどふくらみをけ! rl縁部内外両横撫で。踊部|胎 j には砂粒を多く古色っ | 

iとなし内由抑F、外国箆再 j り。 1 焼成良好。 1
ド暗部は外ばする。 I |明版褐色。 I

23 I 費 |倒的|川料相封印は刊に計上ιい暗部制面横鼎でー酢部 t Hf 士珊砂粒を含む特選され 1
l 上外面寛肖I り。 1犬こもσ)。

焼-ó)主主 JI 常によし通コ

川月褐色。

トてZ十饗 h山 高布石両瓦石古川柑日耳石一市，'d:i高砂粒をあまり肯まな
一ー す。 持母引ま外反ぎみ 立ち|胴剖川市縦貫;(õJ O)箆肖け 精選されたものc
一一 1上号。:有而箆削り。 時抗疋溺色。焼成は非常 l よし冶。

日 25 I 墾 I 22 球形の胸部を店し、，:縁部は I t器外出を府状工具で撫で|胎仁には砂粒を含も ω
22.3 やや夕刊ト反するつ |た後、 IJ縁部内外面積撫て\l 焼成良好。

9.0 制部箆削りむ 1 晴樹色し

55-19 費 球形の胴部告持つ
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N まとめ

土師質土器

本遺跡では土師質土器は、中世の遺構のうち火葬墓・墓壌・集石を除いたものに伴って出土

している。また、これらの遺構からは、土師質土器に伴って内耳鍋・青磁碗・常滑大警が出土

している。

出土した土師質土器は、第32図の13個と多数の小破片で、ある。

土師質土器は、その大きさから、大形品 (4 ~ 6 ・ 8 ・ 10 ・ 12~ 14) と小形品( 2 ・ 3 ・ 9 )に

大別できる。大形品には、さらに口径が底径の 3 倍を越えるもの( 1 例)と 2 ~2.5倍( 7 例)

のものとがある。小形品は、口径が底径の1.7~ 2 倍にあたる。

焼成は、すべてのものが歴史時代の土師器と比べると、それより碩く焼きしまった良好なも

のである。

色調は、大別すると明灰褐色と明褐色に分けられる。

次に、栃木県内で唯一のまとまった資料を出している石那田館跡f土師質土器と本遺跡のも

の(表参照)を比較してみよう。石那田館跡の土器は、口径が9.0~10.0cm と 5.5~6.0cm に、

器高が2 .4~3.0cm と 1.5~1.9cmに、底径が3.5~4.2cm と 2.5~3.0cmに集中する。このような傾

向は本遺跡出土土器とほぼ一致している。この他ロクロ使用痕を有することや、底部に糸切り

離し痕やさらにその上に板目状圧痕を有する点、も両遺跡の土器に共通した特徴である。

土器番号 口 f壬 舌百 品 底 f圭 口径:器局:底径 口径:底径

32-4 (10 ) 3.0 5. 1 333 100 170 196 100 

5 10.2 2. 7 4. 2 378 100 156 243 100 

6 9. 7 2.8 4. 5 346 100 161 216 100 

-8 (11.8) 3.3 3.5 358 100 106 337 100 

-10 10.8 2.5 5.3 432 100 212 204 100 

-12 ( 9.4) 2.7 3.7 348 100 137 254 100 

-13 9.0 2.6 3.9 346 100 150 231 100 

14 10.2 2.8 4. 1 364 100 146 249 100 

-2 5. 5 1.7 3. 1 324 100 182 177 100 

-3 6.0 2.0 3.5 300 100 175 171 100 

9 6.0 2.2 3.1 273 100 141 194 100 

土師質土器法量比一覧表 単位 cm 
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内耳鍋

本遺跡では、内耳鍋は土師質土器同様、火葬墓・墓墳・集石を除いた中世遺構に伴って出土

している。出土した内耳鍋は、第33図の 4 個体と小破片で、ある。

土器は、器高が15~20cmで、口縁部がやや外反する。内耳は、口唇部に接して作られている。

18は 2 個一組で一対あるが他は不明である。また、ほうろくと呼ばれるような器高の低いもの

は、破片さえも検出していない。

これらの特徴は、中村氏の内耳土器編年によれば、第H段階 (14~ 15世紀)の土鍋にあたる。

また、この段階では、石那田館跡のような器高の低いほうろくは出現してわらず、この点で中

村氏の編年と一致する。つまり、本遺跡で器高の低い内耳鍋が検出されていないのは、それが

出現していない段階であるためと考えられる。

常滑大雲

井戸・情円形遺構・方形竪穴遺構から出土している。 図示した遺物(第32図15) は、 5 号井

戸出土の大警の口縁部である。

赤羽氏の常滑編年によれば、この土器は第困段階 (13世紀後半~14世紀中葉)にあたるもの

である。すなわち、所謂N字状口縁になる前の段階で，口縁部が折り返されているものの密着

するほどではないのが特徴である。

この他に、簾状の押印を有す大警の胴部破片が 1 片出土している。

方形竪穴遺構

本遺跡の18基は、すべて C区で検出したものである。遺構は、それぞれの主軸方位がほぼ一

致又は、直行する位置にあり、さらに長方形の土壊や、 12号掘立柱建物・塀とも同じような関

係にある。

方形竪穴遺構どうしの切り合いは、 9 号と 11号の聞で見られるのみである。

他の遺構との切り合い関係から判断できる前後関係は、次のようなものである。本遺構より

新しい遺構は、ピット群・ 4 号溝・ 5 号溝・井戸 (4 号)・土墳である。また、古い遺構は、ピ

ット群のみである。

遺構の平面形には、張り出し部を持つもの (16基)と持たないもの( 2 基)があり、これら

の中には、相対する壁中央に一対のピットを持つものがある(表参照)。ピットは、 2 号の埋土

断面観察から柱穴と考えられる。このことから、少なくともピットを有するものは、上屋が存

在したことが想定できる。ただし、張り出し部を持つ場合、柱穴は、張り出し部を含まない相

対する壁に設けられている。

また、遺構の平面形は、張り出し部を除けば、ほぼ正方形で、最小1. 2X 1. 3m (1 0号)、最大
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2.5X2.5m (18号)であり、石那田館跡や矢島遺跡のように長方形のものは、本遺跡では 3 号
14) 

のみである。しかし 3 号の柱穴の位置は、上記の 2 遺跡が長軸上にあるのに対し、短軸上に見

られる。長軸上の一方の壁には、張り出し部が設けられている。

遺構床面には、全面に灰・木炭・茅状の炭化物が見られる例( 6 ・ 7 ・ 10 ・ 14 ・ 18号)があ

り、 14号ではさらに焼土が伴う。灰・木炭粒・焼士が遺構から検出されるという事実は、この

中で火が焚かれたことを示すものであろうか。

しかし、他の12基の方形竪穴遺構には、全く火の焚かれた痕跡がない。また、灰等を伴う遺

構の床は、全く焼けてわらず、もし火を焚いたとしても、それは、何度も行なわれたものでは

ない。

これらの遺構から検出された灰等が堆積したのは、火災によるものと考えた方がより理解で

きる。つまり、 6 ・ 7 ・ 10 ・ 14 ・ 18号は同時存在であり、埋土中位に灰層が見られる 1 号は、

火災が起きたときには、埋没途中にあったもので、埋土中に木炭や灰を含まない 2~5 ・ 8 ・

9 ・ 11~13 ・ 15~17号はすでに埋没していたものと考えられる。

また、火災の裏づけとして、さらに、他のいくつかの土墳の埋土中位で灰まじりの層が検出

されていること、溝43で木炭が数個検出されていることがあげられる。小ピットに関しては、埋

土の観察が不十分で、あったため、木炭や灰の有無は不明で、ある。

栃木県内で方形竪穴遺構が検出された遺跡は、本遺跡の他、石那田館跡( 3 基)・赤塚遣問5)

( 9 基)・下古館遺円μ 基)である。これらのうち張り出し部を持つものは下古館遺跡の例の

みである。その遺構は、 3.0X3.3m の規模で、床面に焼士が見られる。ピットの有無は不明で

ある。

石那田館跡・赤塚遺跡の例は、本遺跡の 2 号に類する形態である。すなわち、方形の竪穴に一

対の柱穴を有するものとそうでないものである。

赤塚遺跡では靖に関する遺構と考えているが、前に掲げた矢島遺跡や石那田館跡の例のよう

に、館内の建物に接してそれらと同時存在していたことから考えて、妥当な見解ではないと思

われる。

ここでは、遺構の機態については明確にはできないが、埋葬に関わるものではなく、集落内

の建物に接して検出されることから、石那田館跡で述べているような厨屋もしくは、貯蔵に関

するものと考えることとする。



遺構
平面規模 j采さ

張り出し ピ y 卜の
焼土・炭化物 出土遺物 そ σ〉 {也番号 部の有無 有無

1 1. 6X 1. 6(m) p.5 (m) 。 ﾗ 埋土中位に灰層 な し

2 1. 7X1.6 0.2 ﾗ 。 な し な し 床面直上に黒色腐植土層

3 1.9X1.3 0.5 。 。 な し な し

4 2.1X2.3 0.3 。 ﾗ な し な し 床上に30cmの川原石

5 1.4X1.2 0.7 。 ﾗ な し な し

6 2.4X2.3 0.5 。 ﾗ 
床全面に木炭をf半

な' しう灰層

7 2.0X2.6 0.3 。 。 床全面に灰層
灰中から青磁碗出
土

8 1.6X1.4 0.6 。 ﾗ な し な し

9 2.4X2.4 0.4 。 ﾗ な し な し

10 1.2X1.3 0.5 。 ﾗ 
床上に茅状の炭化 木炭中から常滑の
物と木炭を含む層 破片と土師質土器

11 1.7X1.5 0.5 。 。 な し な し

12 2.3X2.1 0.5 つ 。 な し な し

13 2.3X2.3 0.4 。 。 な し な し

14 2.0X1.8 0.3 。 ﾗ 
床上に焼土・茅状
の炭化物を含む灰 な し
層

15 2.0X2.3 0.2 ﾗ ﾗ な レ な し 床上に30cmの川原石

16 1.7X1.6 0.5 。 ﾗ な し な し

17 2.5X2.5 0.6 。 ﾗ な し な し

18 1.4X1.5 0.3 。 ﾗ 床全面に灰層 な ? し

石那田
2.0X2.45 0.4 ﾗ 。 な し な し}j 

方 2 2.0X2.0 0.5 ﾗ 。 埋土中に多量の炭 土師質土器、内耳 北東隅に落ち込み
fヒ~ÍJJ 鍋

方 3 1.8X2.3 0.3 ﾗ 。 な し 土師質土器

下古館 3.0X3.3 0.5 。 ワ 床面に焼土 ワ 付近に井戸

地下式土壌

本遺跡で検出したものは、 4 基である。これらのうち地下室が 3 室のものは 2 基で、他は、

単室のものである。

構造は、入口部である竪墳とそれに続く地下室に分かれる。緊壌部の平面形は円形で、断面

形はロート状を呈す。埋土は、自然堆積によるものである。

三室の地下室は、入口部竪墳から向って正面と左右に地下室が設けられてわり、竪壌の底

部との高低差はほとんどない。単室のものは、その平面形が長方形であり、入口部はその長辺

中央にとりつく形になる。

遺構の壁は、工具の痕跡が明瞭で、はあるが、単室のものに比べると三室のものは非常に丁寧

な造りである。

地下室内の天井部落下以前の埋土は、竪墳からの流れこみによるものである。

遺物は、竪壊埋土中から土師質土器・青磁・内耳鍋のいずれも破片が出土している。また、

地下室内からは釘が出土している。
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C区における本遺構の位置は、北東部と中央部にあたる。また、出土遺物から、土師質土器

や内耳鍋の使用以降に造られたものであること、つまり中世以降の遺構であることがわかる。

本遺跡の地下式土壌に形態的に類似する地下式墳については、半田堅三氏の研究がある。

氏は、その中で、地下式壌を「中世仏教を背景に発生した墓地の内部で機能している施設の一

つで、再葬の際の第一次葬の施設等も含めた広い意味での墓であろう。」としている。本遺跡の

地下式土壌は、遺跡内で最も新しい遺構である長方形の土壌より古いことから、掘立柱建物や

井戸を中心とした中世の集落を営んでいく上で機能したものであった可能性が高く、墓として

機能したとは考えがたい。

j幕

3~7 号溝は、 C区の遺構群のうち南部を除く三方向の限界を示している。

埋土中からは、土師質土器や内耳鍋の出土がある。これらの溝はほとんどの長方形土壌より

新しいが、 1 号井戸より 5 号溝は古く、遺物も方形竪穴や井戸から出土したものと同じことか

ら、 C 区の遺構内でも新しい段階のものであると考えられる。

辻の内遺跡の中世集落

集落を構成する遺構は、土師質土器・内耳鍋等がその遺構に伴うという点を大略的な目安と

した。

集落は、掘立柱建物・塀・井戸・方形竪穴遺構が構成することは、これまでに明らかとなっ

た。これらの他に 3~7 号溝や土墳が伴うと考えられ、さらに、構に固まれる範囲にあるとい

うことで 1~4 号地下式土壌・ 2 号火葬墓・ 1~4 号墓壊も集落内に含まれそうである。

また、検出した遺構群には、何期かの変遷があるようで、例えば、火災にあった方形竪穴遺

構とそうでないもの、 5 号溝の説明で述べた、 5 号j幕が廃棄されて 1 号井戸が造られる聞に井

戸か地下式土壌が造られた可能性があることなどがそのことを示している。

中世の集落の年代決定の根拠となったのは常滑の大空と内耳鍋である。これらの遺物の年代

から、集落の営なまれた年代は、 13世紀後半 ~14世紀中葉と考えられる。

(1) 栃木県教育委員会「石那田館跡」昭和50年

(2) 中村倉司「内耳土器の編年とその問題J Ir土曜考古』土曜考古学研究会 1979. 12 創刊号

(3) 赤羽一郎「常滑 知多半島古窯杜群一一J Ir世界陶磁全集 3 日本中出小学館

(4) 高崎市教育委員会『矢島遺跡・御布呂遺跡~ 1979 

(5) 栃木県教育委員会『栃木県埋蔵文化財保護行政年報』昭和55年
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(6) 栃木県下都賀郡国分寺町に所在する中世の館跡である。方形竪穴遺構については未報告

である。

(7) 半田堅三「本邦地下式墳の類型学的研究J~伊知波良~ 2 1979. 5 

竪穴住居跡と出土遺物

竪穴住居跡は11軒検出されているが遺構どうしの切り合いはない。

遺構の平面形はほぼ正方形であり、それらのうち柱穴を持つものは、 1 号と 10号のみである。

また、その主軸方向はほぼ北にある。すなわち竃がどの住居跡でも北壁に施けられていたどい

うことである。

竃は、粘質士をつみあげて造られているが、その内形や円形の掘方は特徴的である。

調査区が細長いため集落の範囲は明確にしえない。しかし、その立地から検出した住居跡は

2 群に分けられる。第 I 群は、台地平坦部に立地している 1~8 号、第 2 群は姿川に聞く小技

谷の西縁辺部に立地する 9 ~11号である。

竪穴住居跡からの出土遺物は、須恵、器と土師器である。須恵器は、図示した杯形土器と 1 号

住居跡埋土中出土の蓋形土器の宝珠状のつまみの 2 点であり、他は破片も含めてすべて土師器

である。

出土した土師器には、杯・警. t宛の種類がある。各々の住居跡の遺物を見ると、最も普遍的

に出土しているのは、土師器杯形土器である。これらは、小片であってもその特徴から器形が

推定できるという点で図化し得なかった土器でも比較することができる。このような点から、

各々の住居跡の時間的な序列をつける資料として、ここでは土師器杯形土器をとりあげた。

本遺跡出土の土師器杯形土器は、その器形から 2 種類 (A. B類)に分けることができる。

A類は、丸底の底部と大きく外に聞く口縁部を持ち、体部と底部の境に稜を有すことが特徴

である。 B類は、丸底の底部と遍平な半球状の体部を持つことが特徴である。しかし、 A.B

類が時期を異にした土器でなく、同時期の器形のバラエティーであることは、 4 ・ 5 号住居跡

で両者が伴出している(第54図 5 ・ 6 ・ 7 ・ 9 )ことから明らかである。同様のことが出土遺

物が小片ではあるが、 2 ・ 3 ・ 6 ・ 8 ・ 9 ・ 11号住居跡出土遺物でも言える。

A.B類の同時性が明らかとなったが、ではそれぞれの中で遺物の特徴から時間的な差異を

求めることができるのであろうか。

A類の杯形土器は、底部と体部を分ける稜が明確か否かで時間的な差異を求めることができ

る。すなわち、後者が時間的には後出である。このことは薬師寺南遺跡の31号と 30号住居跡の

切り合いから明らかである。

図示した A類の土器は、 1 ・ 2 ・ 6 ・ 7 ・ 10 ・ 13が稜の明確なもので、 15 ・ 21はそれが明確

でない。つまりこの点からは、少なくとも 1 ・ 4 ・ 5 ・ 8 号住居跡は、 10 ・ 11 号住居跡に先行

するものであると言える。
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B類の杯形土器は、内外面撫での後、内面を箆磨きすることでは共通するが、外面はその後

で箆削りのままのもの(4 )と箆削り後箆磨きがなされているもの( 5 ・ 9 ・ 12 ・ 14) がある。

個体数は少ないが、このような差異カf認められる。しかし、 B類のこの調整技法の差が時間的

なものなのかは明石室でない。

以上のように、 A.B類の特徴とその先後関係について検討したが、それが明確に証明され

るためには遺構の切り合い等から明らかとなる例の増加を待つべきであろう。本報告では、土

師器杯形土器A.B類が 7 号を除くすべての住居跡から出土しているという事実から、 11軒の

住居跡はほぼ同時存在と考えておくことにする。

遺構の年代を決定する比較資料として前記と同様の理由で土師器杯形土器とそれに加えて11

の須恵器高台付杯をあげることができる。 11の須恵器は、底部及び体部下端に回転箆削り調整

がなされている。この特徴は、前掲の薬師寺南遺跡30 ・ 31号住居跡出土の須恵器杯にも見られ

る。そこで、本遺跡の土器を A ・ B類の土器と 11の須恵器に類するものを第 H期としている薬

師寺南遺跡の編年にあてはめると、 8 世紀中葉となる。

(1) 中世遺構埋土中から須恵器杯形土器の小片が数片出土している。これらは底部切り離し後無調整であるこ

とから、本遺跡の住居跡群より新しい時期の遺構群の存在が周辺に予想、される。 1 号溝出土の須恵器も無

調整のものである。

(2) 栃木県教育委員会 r薬師寺南遺跡』昭和54年
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図版 1 
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上 B 区全景(南から)

下 C区北部全景(北から)
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図版 2 



図版 3 

h
hノ
、

h
ノ

ム
υ

ム
ハ
川

北
西

且
明
小
且
口
小

全
全
一

昨
れυ
!

げ
れυ
'

一

立
口
ム
台

Z

西
東
れ

区
一
民
一

c
c
 

上
下



一

上 D 区

下 E 区
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(東から)

(西から)

図版 4 



国版 5 

上 1 号方形竪穴遺構(東から)

下 2 号方形竪穴遺構(北から)
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上 3 号方形竪穴遺構(北から)

下 4 号方形竪穴遺構(北から)
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図版 6 



図版 7 

上 5 号方形竪穴遺構(北から)

6 号方形竪穴遺構(北から)

-76-



一

上 10号方形竪穴遺構(西から)

下 10号方形竪穴遺構内木炭出土状況
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図版 8 



図版 9 

上 8 号方形竪穴遺構埋土断面(西から)

下 9 ・ 11号方形竪穴遺構、 5 号溝 1 号井戸(西から)
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上 7 号方形竪穴遺構(西から)

下 8 号方形竪穴遺構(北から)
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図版 10 



図版 11 

上 11号方形竪穴遺構(西から)

下 12号方形竪穴遺構(東から)
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上 8 ・ 13号方形竪穴遺構(南から)

下 16号方形竪穴遺構(北から)

-81-

図版 12 



図版 13 

上 13号方形竪穴遺構(南から)

下 13号方形竪穴遺構埋土断面(西から)
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上 18号方形竪穴遺構(西から)

下 17号方形竪穴遺構(西から)
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図販 14 



図版 15 

上 l 号掘立柱建物(西から)

下 1 号墓墳人骨検出状況
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図版 16 
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図版 17 

上 1 号地下式土墳竪墳埋土断面(西から)

下 2 号地下式土壌(南西から)
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上 2 号地下式土墳竪墳(西から)

下 3 号地下式土壌竪墳 2 (南から)
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図版 18 



図版 19 
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図版 20 
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図版 21 

上 5 号溝埋土断面(東から)

r- 6 宅埋土断面 (京から)
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7 号溝埋土断面(南から)

下 7 号j善(北から)
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図版 22 



図版 23 

上 9 号井戸(南西から)

下 1 号井戸埋土断面(東から)
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上 11号井戸埋土断面(南から)

下 11 j~}井戸(西から)
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図版 24 



図版 25 

J: 

下 土師質土器出土状況(小ピット中から)
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上 1 号住居跡(南から)

下 2 号住居跡(南から)
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図版 26 



図版 27 

上 3 号住居跡(南から)

下 4 号住居跡(南から)
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図版 28 
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図版 29 

上 6 号住居跡(南から)

下 7 号住居跡(南から)
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上 D区検出住居跡(南東から)

下 9 号住居跡(南から)
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図版 30 



図版 31 

上 10号住居跡(甫から)

下 10号住居跡竃(南から)
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上 11号住居跡(南から)

-F 2 号住居跡竃(南から)

101 

関版 32 



図版34

中世遺構わよび住居跡出土遺物

(1 : 66号土壌、 2 3 号溝、 3 小ピット、 4 3 号地下式土壌、

5 1 号火葬墓、 6 4 号溝、 7 ・ 10: 3 号住居跡、 8 ・ 9 1 号住居跡)
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図版 35 

住居跡・ 1 号溝出土遺物

(1 : 4 号住居跡、 2 ・ 3 5 号住居跡、 4 ・ 5 8 号住居跡、 7 ・ 8 : 10号住居跡

9 : 11号住居跡、 10: 1 
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